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仏文草案注釈手稿　　　草案内容の概括的比較

七戸克彦

　　　　　　　　　　　　　　1

{ワソナード民法典の仏文の草案（pro癖et）および注釈（commentaire）

には、（1）手稿（手書き資料）（manuscrit）と、（2）活版本の2種が

ある。

このうちの（2）活版本は、いわゆる①プロジェ初版（その内容は

草案第2編（旧民法正文では財産編物権部・人権部）のみからなり、

第3編（財産取得編）以降を欠く）、②プロジェ第2版（ただし、同

活版本全5巻のうち、表紙が「第2版」と表記しているのは第2編

（財産編物三部・人権部）を収めた第1巻・第2巻についてのみであ

って、上記①プロジェ初版においては出版されていない第3編（財

産取得編）・第4編（債権担保編）・第5編（証拠編）部分の巻

（第3巻～第5巻）は、初版にあたる）、③プロジェ新版（旧民法公

布後の出版）が存在するほか、④草案（条文）のみを収録した活版

本が存在する。

本『資料集成』では、第1期復刻において、上記（2）活版本のう

ち、すでに他社から復刻済みの②を除く資料①③④を刊行したが、

これに対し、第H期今回配本において復刻対象となったのは、（1）
（1）

手稿の側である。

この手稿資料は、法務図書館蔵の旧司法省関係資料で、ボワソナ
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一 ドの起草にかかる草案第2編から第5編のうち、 第4編（債権担

保編）・ 第5編 （証拠編）の条文ならびに注釈に関するものであり

（これに対して、 第2編（財産編物権部・ 人権部） ・第3編 （財産取得

編）に関しては、 まとまった形での手稿資料は発見されていない）、

また、 上記種々の活版本との関係でいえば＼ ④の条文のみを収録し

た活版本の中でも1889年の刊年表示のある資料 （本 『資料集成』

第H期第5回配本。以下では「1889（明治22） 年仏文草案（プロジ

エ）」 と呼ぶことにする）、および、②プロジェ第2版に先行する資

料と推測されている。

なお、 本資料の内訳ならびに収蔵館 （法務図書館） における整理

番号は、 以下の通りである。今回配本のうち、 （1）原本を写真復刻

した巻については、法務図書館複写のマイクロフィルムを用い（原

本の縮小比率58％）、 （2）翻刻に際して、 マイクロフィルムで判読

不能の個所につき、原本を直接参照した。

内容 資料名 司法省記録文庫 法務図書館
整理番号 蔵書番号

第4編 Projet　de　Code　civil（textes），
草案手稿

第5編 Livre　IV　et　V（manuscrit）
696 XB500－P4－1

nO　1 697 XB500－C1－la
噛　一　鼎　騎　藺　一　一　顯　聯 騨　岬　　一　昌　卿　圏　一　一　一 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　薗　一　一　一　魎　o　欄　扁

nO　2 698 一lb

第4編
Commentaire　de　Code　civiL

kivre　IV（manuscrit）

一　讐　鱒　一　層　一　一　一　旧

獅n　3一　一　一　一　　齢　一　一　一　麟

一　一　一　　一　　一　噛　一　葡　一

U99鱒　轍　欄　欄　繭　糟　榊　轍　欄

繭　　幅　幡　嚇　扁　楠　鴨　嚇　鱒　楠　葡　葡　　鱒　聯　騨　蝋　輔　襯　騨　脚

@　　　一IC鱒　聯　蝉　噸　　學　蝉　蝉　　一　　脚　騨　蝉　q　　一　凹　圃　一　　旧　■　一　層

nO　4 700 ．ld

注釈手稿 鞠　聯　麟　　一　蝉　蝉　一　騨　　一 一一一一闇一旧■一 一　一　一　一　　一　一　一　一　　一　一　一　　一　葡　一　繭　一　馳　嚇　轍　脚

nO　5 701 一1e

nOl 702 XB500－C2－1a

第5編
Commentaire　de　Code　civiL

kivre　V（manuscrit）

一　葡　藺　繭　繭　　贈　聯　欄　騨

獅n　2讐圏一一一幽一一一

轍　騨　騨　聯　鱒　階　噌　蝉　騨

V03一　一　一　一　一　一　嘘　一　一

圏　蝉　一　團　　馳　一　一　一　　一　一　圏　一　　一　一　璽　闇　一　　旧　糟　需

@　　　．1b一　卿　一　　嗣　　一　一　一　一　　嚇　一　騨　卿　轍　　廓　楠　鱒　輔　　嗣　騨　欄

nO　3 704 一IC
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　　　　　　　　　　　　　∬

ｻの他、本資料の成立時期等の書誌事項に関しては、村上一博

教授の解題をご参照いただくこととし、以下では、今回復刻の作業

工程ならびに翻刻部分の担当者について、若干の説明を行っておき

たい。

今回配本の対象資料ならびに次回配本予定の《Notes　diverses

sur　Code　civil　et　sur　le　Code　c⑪mmercial》は、それが手稿（手書

き資料）であることから、本『資料集成』復刻作業の中にあって最

大の難物と目されていた。そこで、ボワソナード民法典研究会では、

ネイティブの助力を得てこれら2つの手稿資料の翻刻作業を行うこ

ととし、北海道大学・吉田克己教授の許に留学中であったクロチル

ド・ロベール（Clotilde　RoBERT）女史に、両手稿資料の電子デー

タ化を依頼したが、同女史の尽力にもかかわらず、膨大な手書き資

料のすべての翻刻を完了することはかなわず、同女史の帰国後、残

りの作業は日本人研究者の側に委ねられた。そこで、研究会は、両

資料の復刻・編集作業を分割し、《Notes　diverses＿》に関しては

岩谷十郎・片山直也両教授、草案・注釈に関しては村上および七戸

が分担することとし、そして、村上および七戸は、後者の復刻に際

して、研究会外部から、フランス抵当法の歴史研究のエキスパート

として仏文原典資料の読解に明るい香山高広教授のご助力を仰ぐこ

ととした。
蔑

以上のような経緯から、今回配本においては、翻刻（ワープロ・

データ化）に関しては、結果的には、ロベール＋香山＋村上＋七戸

の4人の共同作業の成果ということになり、一方、全体の編集なら

びに解題は、村上＋香山＋七戸の3人が担当することとなった。
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皿

へ上記担当者により行われた翻刻部分に関する凡例・留意事項

その他の詳細については、香山教授の解題をご参照いただきたい。

また、復刻資料掲載の条文ならびに注釈の内容に関しても、村上・

香山両教授の解題において、条文・法制度のいくつかを取り上げる

形での個別・具体的な検討がなされているため、以下では、本資料

の全体につき概括的に、他の諸草案との対比を行うことにする。

村上解題も触れているように、本資料との間で、条文内容の異同

ないし先後関係が問題となるのは、以下の諸資料である。

【仏文資料】

（A）仏文草案手稿（1887年ll月1日～1888年2月19日）（本資料）

（B）仏文注釈手稿（1888年4月4日～1889年3月2日）（本資料）

　　　　　　　　　（2）
iC）1889年仏文草案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
iD）プロジェ第2版（第4巻（1889年）、第5巻（1889年））

【邦文資料】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

iE）再閲修正民法草案注釈（刊年不明、明治22（1889）年刊？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
iF）法律取調委員会原案（明治21（1888）年7月9日～）

これらの諸資料のうち、条文の掲載のない（B）を除いた5つの資

料につき、条文内容の異同をチェックしたのが、後掲「（表1）第4

編（債権担保編）条文内容対照表」「（表2）第5編（証拠編）条文

　　　　　　　　（6）
燉e対照表」である。

B．結論的にいえば、多数（あるいは大多数といってもよい）の

条文に関する一般的傾向は、村上解題の分析に示された通りであ

る。

まず、他の資料（C）（D）（E）（：F）に関する前提確認をしてお

くと、欧文資料である（C）1889年仏文草案と（D）プロジェ第2

版の条文内容は、少なくとも第4編・第5編に関しては、大半にお
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　　　　　（7）
｢て一致し、他方、邦文資料である（E）妊娠修正民法草案注釈の

条文と（F）法律取調委員会原案の内容も、　　（F）については、

第85回審議以降の資料＝第4編1276条の次条（1276条ノ2か？）以

降の部分ならびに第5編のすべてが欠けているため、第4編の欠損

@　　　　　　　　　　　　　　　　、大多数において一致する。部以前の条文につき対比するならば

一一禔A仏文資料（C）（D）と邦文資料（E）（F）の条文も、第4

編・第5編の限りでは（かつ上記欠損部分を除いた対比可能な限り

では）、おおむね一致している。

（C）≒　（D）≒　（E）≒　（F）

一方、今回復刻資料は、（A）草案（条文）の手稿と、（B）注釈

の手稿とで、その執筆時期に半年の時間的間隔が存するためであろ

う、両者を比較してみると、（A）草案手稿の内容に、（B）注釈手

稿の内容が合致していない部分があり、他方、これらの手稿資料

（A）（B）と、上記資料（C）（D）（E）（F）を比較してみると、

（B）注釈手稿の内容は、多くの場合（D）（E）に一致し、その結

果、（A）の掲げる条文との間に内容的に噛み合わない個所が生じ

ている。要するに、今回復刻資料における（A）草案（条文）手稿

と、（B）注釈手稿とは、むしろ別資料といってよいほど異なるも

のであって、（B）注釈手稿と（C）（D）（E）（：F）が内容的にワ

ン・グループを形成するのに対して、（A）草案手稿だけがひとり

内容的（あるいは時間的）に先行した孤立的な位置にある。

→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→

（A）　≠　（B）　≒　（C）　≒　（D）　≒　（E）　≒　（：F）

しかしながら、以上のような一般的傾向に合致しない個所も、無

視できない程度に存在する。以下、とくに注目される例をいくつか

取り上げてみよう。

C．後掲（表1）（表2）に示したように、（C＞（D）（E）（：F）の
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中には、 条数の繰り下げを避けるため、枝条文の形式で条文追加を

行っている個所が、第4編に5ヵ条（①Art．1192　bis・②1244

bis・③1276　bis・④1278　bis・⑤1290　bis）、第5編に6ヵ条 （⑥

Art．1330　bis・⑦1367　bis・⑧1446　bis・⑨1471　bis・ ⑩1483

bis ・⑪1486bis）存在する。これらの条文は、いずれも（A） 草案

手稿には存在していないから、したがって、少なくともこれらの条

文を掲げた個所に限っていえば、（C）（D）（E）（F）が（A） 草案

手稿に後行ずることは間違いない。

また、 これらの条文のうち、①および⑦・⑧・⑨・⑩・⑪に関し

ては、 （B）注釈手稿にも（D）プロジェ第2版・（E）再閲修正民

法草案注釈と同様の注釈が認められることから、これら6ヵ条に関

しては、 草案ならびに注釈の先後関係は、上記B．一般的傾向と し

て示したものと変わるところはない。

→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→

（A）　≠　（B）　≒　（C）　≒　（D）　≒　（E）　≒　（F）

ところが、これに対して、上記追加条文のうち、②1244bisおよ

び⑥1330bisに関しては、（E）再閲修正民法草案注釈においては、

注釈はもちろん、条文の挙示さえも存在していない。一方、 （B）

注釈手稿においても、両条に関する注釈は存在していないから、 そ

れゆえ、 ②⑥の豪富に関する諸資料の先後関係は、下記のよう にな

る （ただし、（：F）は、第4編の後半と第5編の全部を欠いているた

め、 ⑥については比較ができない）。

→　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

（A）　≠　（B）≒　（E）　≠　（C）≒　（D）→（F）

この2ヵ条②⑥は、（E）二一修正民法草案注釈の内容が、 （D）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
vロジェ第2版に先行する例として興味深いが、しかしながら、 （B）

注釈手稿と（E）再閲修正民法草案注釈の先後関係については、 明
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らかにはならない。

D．ところが、以上に対して、（E）再閲修正民法草案注釈が、

（D）プロジェ第2版のみならず、（B）注釈手稿にも先行している

ように見えるのが、抵当権の源除に関する③1276bis・④1278

bis・⑤1290　bisの3ヵ条（旧民法正文では債権担保編263条・266

条・279条）である。

すなわち、まず、（E）再閲修正民法草案注釈においては、上記3

つの追加条文それ自体の挙示はあるものの、その注釈はまったく存

在しない。

これに対して、（B）注釈手稿においては、③の前条Art．1276，　nO

516の最後の頁（P．762）を書き換え（おそらく、もとの頁において

は、同条の注釈の後に直ちにArt．1277，　nO　517の注釈が書かれてい

たのであろう）、かつ、その後に新たに頁を追加して（PP．762－ba

762－9）、Art．1276　bis（nouveau），no　516　bis，　no　516　terの項を設

け、その中で、上記追加条文3ヵ条につき一括して注釈を行ってい

る。一方、Art．1278の後、　ArU290の後に、記述は追加されていな

い。

だが、（D）プロジェ第2版になると、③Art．1276　bis，　no　516　bis，

no　516　ter，ゆp．492　a　495に加えて、　Art．1278の注釈の後にも④

Art．1278　bis，　n．0520　bis，　p．498の項が、また、　Art．1290の後にも⑤

Art1290　bis，　no　533　bis，　p．513の項が新たに設けられるに至ってい
（9＞

る。

したがって、少なくとも上記3ヵ条③④⑤に関する諸資料の先後

関係は、（E）再閲修正民法草案注釈が最も古く、次いで（B）注釈

手稿、（D）プロジェ第2版の順ということになるが、しかし、こ

の順序は、やはり違和感を拭いされない。
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　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→

iA）　≠　（C）≒・（E）　≒　（B）　≒　（D）→（F）

この点に関しては、（B）注釈手稿の当該追加頁（PP．762－ba762一

g）だけが、（E）の後の時期に差し替えられたと考えるのが、おそ

らくは穏当な推測であろうが、しかし、たとえそうであったとして

も、注釈部分に関して、（D）プロジェ第2版のみならず、（B）注

釈手稿の中にも、（E）再閲修正民法草案注釈よりも新しい記述が

存する点は、留意されるべきであろう。

E。ところで、上記追加条文③に関する（B）注釈手稿Art．1276

bis，　no　516　ter，　p．762－cの脚注（＊）には、「これらの通し番号

（nuln6ros）の三倍増は、最初の草案（premiもre　r6daction）に対

する追加に伴う措置である。将来、これらは、最終的な番号を振る

際に完全な形で組み込まれる」との注記が認められる。同様の記載

は、（D）プロジェ第2版にも存在するが（Art．1276　bis，　no　516　ter，

p．493，note（e））、この記述の表現に従えば、（A）は第4編（第5編

も？）に関する「最初の草案」ということになる。

一方、（C）1889年仏文草案・（D）プロジェ第2版・（E）再閲

修正民法草案注釈以降新たに追加された条文の側についていえば、

（F）法律取調委員会原案の表記には、たとえば「千百二十三条

（改正案）」とあり、あるいは「千百三十一条（起案者改正案）」「千
（10）

百三十二条（起案者改正案）」とあるから、したがって、これら

（C）（D）（E）（F）においではじめて登場した条文は、「最初の草

案」である（A）に対する「改正案」ということになる。

F．しかしながら、これらの諸資料掲記の草案（条文）の異同を

見てみると、今回復刻資料に関わる第4編・第5編に関しては、下

記①～⑨のような種々のパターンが存在していることが知られる。

①　（A）→（C）（D）（E）（F）
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多くの条文は、上に引用した3ヵ条のうちの1123条のように、

（A）だけが異なり、（C）（D）（E）（F）が同一である。

しかしながら、これと異なるパターンを示す条文も存在する。

②　（A）→（C）（D）→（E）（：F）

（A）1085条・1086条・1087条、（C）（D）1086条・1087条、（E）

（F）1086条・1087条のように、（C）（D）と（E）（F）とがそれぞ

れワン・グループを形成するパターン。このほかには、1118条、

1134条など。なお、（F）に関する資料の存在しない第5編1384条2

項・3項も同様。

③　（A）→（C）（D）（E）→（：F）

上記（：F）1131条・1132条のパターン。このうちの1131条は、

（C）（D）（E）1131条1項・2項に由来し、（F）1132条は、（C）

（D）（E）l131条3項に由来する（なお、これらに対応する（A）

草案手稿の条文は存在しない）。

④　（A）（E）→（C）（D）→（F）

（A）草案手稿1132条のパターン。同条に対応する規定は、（C）

（D）には存在しないが、（E）において（A）1132条のうちの2項

が、（E）1132条として規定されている。しかし、この規定は、（F）

には認められない。

⑤　（A）→（D）→（C）（E）（：F）

（C）1889年仏文草案の内容が、邦文草案（E）（F）に一致する

が、（D）プロジェ第2版掲記の条文に一致しないパターン。（C）

1181条など（なお、同条に関しては、（A）草案手稿には、対応す

る条文は存在していない）。

⑥　（A）（C）（D）→（E）（：F）

仏文草案（A）（C）（D）、邦文草案（E）（F）が、それぞれ一致

しているパターン。1195条など。
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⑦ （A）→（C）→（D）（E）（F）

（A） に後続の草案の中で、（C）1889年仏文草案の内容だけが、

他と異なるパターン。1215条2項、1218条2項など。

⑧ （A）→（D）（E）→（C）（F）

（C） 1889年仏文草案が、（F）法律取調委員会原案に反映されて

いるパターン。1250条3項、1254条など。

⑨ （C）（D）H（A）（E）（F）

（A）草案手稿が、（E）再閲修正民法草案注釈ならびに （：F）法

律取調委員会原案に等しく、（C）1889年仏文草案・（D） 　o　　　　　、“

tロン

エ第2版と異なるパターン。

上記①～⑧のパターンにおいては、少なくとも（A）草案手稿を

最古の条文と理解することが可能であったのに対して、 このパター

ン⑨は異色であるが、これには、1252条などがある。（A） 草案手

稿における同条の規定は次の通り。

（A） Art．1252　　Si　l撃inscription　premiるre，　le　renouvellement，

1a　radiation　ou　la　r6duction　pr6sent　des　inexactitudes　ou

des　omissions　insf且santes　pour　les　faire　annuler， elles

sont　rectifi6es　par　jugement，　a　d6faut　d曜accord　des parties．

これに対して、（C）1889年仏文草案と（D）プロジェ第2版1252

条は同文であって、全2項からなる（村上解題にならい、相違個所

に下線を引いた）。

（C） （D）Art。1252　Si　rinscription　premi6re　ou　renouve16e，1a

radiation　ou　la　r6ducもion，　pr6sente　des　inexactitudes　ou

des　omissions　insf猛s段ntes　pour　l量faire　annuler， elle　est

recti五6e　par　juge1簸ent，銭d6faut　d晋accord　des　parties．

Ledit　jugement　ou　racte　portant　leδi癒accord est

田e簸もion鷺6　e豆憩arge　de　l算i簸scription　ou　de　la鵬enti⑪1玉
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rectigi6e，　sans　ef艶t　r6troactif　au　pr6judice　des　tiers．

他方、（：F）法律：取調委員会原案1252条は、（E）再閲修正民法草

案注釈1752条と同文であって、それは以下のような規定である。

（E）1752条・（：F）1252条　　若シ最初ノ記入、更新、抹殺又ハ

減少二不精確又ハ遺脱ノ廉アルモ之力為メ取消ヲ為サシム

ルニ足ラサルトキ当事者ノ協議セサルニ於テハ判決ヲ以テ

其不精確又ハ遺脱ヲ改正ス

このように、邦文草案（E）（：F）においては、そもそも2項その

ものが存在していない。また、残る部分に関しても、その原文は、

（C）（D）1項というよりは、（A）であったように見える。

G．上記パターン⑨のような現象が、いかなる事情によって生じ

たのかの理由を、今回の検討では結局明らかにすることはできなか

ったが（法律取調委員会開催の段階で（C）（D）の草案がいまだ起

草されていなかったとは考えにくいから、ボワソナードが（C）（D）

の草案（修正案）を起草したにもかかわらず、日本人委員の側で、

あえて古い（A）の草案の側を選択したものか）、ともあれ、今回

復刻にかかる（A）草案手稿・（B）注釈手稿を含めて、上記のよ

うな種々の草案（条文）ならびに注釈を利用する際には、その先後

関係に関して、以下の点に留意すべきである。

第1に、草案（条文）と注釈の対応関係についていえば、（D）

プロジェ第2版に収録されている草案（条文）と注釈の問には、多

くの場合、対応関係が存在するのに対して（しかし、両者が対応し

ていない個所も存在する）、（E）再三修正民法草案注釈においては、

草案（条文）と注釈の間の非対応の割合が、（D）と比較した場合、

相対的に見て大きい。そして、それにも増して非対応の度合いが高

いのが、今回復刻にかかる（A）草案手稿と（B）注釈手稿であっ

て、両資料に関しては、むしろ独立別個の資料であるとの意識をも
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って接したほうが、間違いが起こりにくいように思われる。

その結果、上記（A）（B）（C）（D）（E）（F）その他の諸資料の

変化を追跡する場合には、草案（条文）は草案（条文）、注釈は注

釈で、独立的な形で比較対照を行う必要性が生じてくるが、しかし

ながら、その際においても、第2に、上記諸資料が、（A）（B）（C）

（D）（E）（F）の順番で並んでいるとの先入観はもたないほうがよ

い。

かつて、民法学者らは、（D）プロジェ第2版と（E）再閲修正民

法草案注釈の関係について、後者（E）が前者（D）の翻訳である

と信じて疑わなかったがゆえに、両資料の問の相違個所を、後者

（E）の翻訳ミスと誤解する失敗を犯した。ボワソナード民法典の

起草過程は、ボワソナードが仏文の草案（条文）とそれに対応する

注釈を各編単位で完成させ、それがプロジェ初版・第2版として出

版され、この活版本が（同様に各編単位で）民法草案注釈・再閲民

法草案注釈・山山修正民法草案注釈として翻訳・出版され、そして、

その条文が法律取調委員会の審議に付された、などという単純なも

のではない。とくに今回復刻の対象である第4編（債権担保編）・

第5編（証拠編）に関しては、今回復刻資料記載の日付からも知ら

れるように、ボワソナードは、まず（A）草案手稿の条文を一括し

て仕上げた後に、（B）注釈手稿の執筆を開始している。しかも．

（B）の執筆時期は、とくにその後半に関しては、（：F）法律取調委

員会の審議時期と重なり合う。ボワソナードは、この法律取調委員

会審議の進行に追い立てられつつ、（B）の注釈の執筆時に、ある

いは委員会における当該条文の審議に際して、（A）の草案の条文

を個別的に修正し（草案全体の一括的修正ではない）、そして．そ

れらは、修正された端から直ちに翻訳に付され、場合によっては改

めてボワソナードに問い合わせが行われ、再度の修正を経たうえで、
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再修正案が再び翻訳され、委員会審議にかけられる、という手続が

とられた。 要するに、ボワソナード民法典の草案ならびに注釈の起

草および修正は、①その範囲に関していえば、一括的ではなくして

個別具体的な条文ごとに、②それらの起草時期に関しては、「さみ

だれ」的ないし「自転車操業」的に、また、③修正回数に関しても、

条文によっては数次にわたって行われた。そして、④このようにし

て成立した、 その時々の草案（条文）ならびに注釈の原案・修正

案 ・再修正案……は、ある時点において任意にまとめられて、（A）

草案手稿・ （B）注釈手稿となり、あるいは、（C）1889年仏文草

案・（D） プロジェ第2版・（E）再閲修正民法草案注釈として印

刷・出版された5

それゆえ、 われわれとしては、上記種々の文献が1つのまとまつ

た草案ないし注釈であるとの先入主を捨て、むしろ個々の条文ある

いは注釈を単純に綴じ込んだだけの単なる個別資料の束、いわばコ

ラージュ （collage）として理解すべきなのかもしれない。このよ

う な前提に立った場合、上記種々の立法関係資料の分析手法は、本

『資料集成』 の悼尾を飾る次回（第7回・最終回）配本《Notes

diverses＿》 と同様のものとなってくるだろう。

《注》

（1）　なお、 書誌学上の厳密な用語法によれば、「手稿」とは、「自筆稿」すな

わち編著者が自ら手書きした本を指すところ（長澤規矩也（編著）『図書

館学辞典』 （汲古書院・三省堂、1979年）35頁「手稿本」「自筆稿本」参照）、

今回の復刻資料原本を手書きした人物が、少なくともボワソナードでない

ことは筆跡から明らかである。したがって、本資料に対しては、むしろ、

「稿本」 （r編著者の草稿」「（注意）これは、テキストについての称である

から、 編著者の手で書かれた本〔手稿本〕でなくて、門人がまとめたもの
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でも、後人が転写した本でもよい。草本」。長澤・前掲書35頁）、あるいは、

「写本」（「手書きの本。肉筆で記された本。紗写本。書写本。書き本。筆

写本。繕写本。繕本。録本。謄本」「（正誤）多くの国語辞書で、写した本

と解いているのは誤り。写したのなら底本（原本）があるはずで、又、刊

本に対するものにならない」。長澤・前掲書33頁）の用語を充てるのが正

確であるが、しかし、本資料は、浄書された完成物であって草稿（下書き）

ではなく、また、「写本」の用語も依然として誤解を招きやすいので、本

『資料集成』では、以上のような専門用語を離れて、単なる「手書き資料」

の意味で「手稿」の用語を用いている。

（2） 使用した資料は、Gve　BOISSONADE，　Prqノ窃（Ze　Co（Ze　c‘ひ‘Z．po蹴Z’E配P♂re

伽」αpoη，　Tokio，　XXIIe　Ann6e　de　Me靖i，1889．……ボワソナード民法典研

究会（編）『ボワソナード民法典資料集成（第H期・第5回配本）』（雄松堂

出版、2003年）。

（3） 使用した資料は、Gve　BOISSONADE，　Prq／eオde　Code　c‘ひ‘Z　po班Z慶E短pJre

《加」αPoπαccoηzPα8η・6♂αη・coηzηzeη・’αかe，　t．IV　et　t・V，　Tokio，　XXIIe

Ann6e　de　Me禦，1889．……ボアソナード文献双書『仏文・日本民法草案註

解』（発行・宗文館書店、発売・有i斐閣、1983年）第4巻、第5巻。

（4） 使用した資料は、ボワソナード氏起稿『再閲修正民法草案注釈』……ボ

ワソナード民法典研究会（編）『ボワソナード民法典資料集成（第1期・

第6回配本）』（雄松堂出版、2000年）第V巻・第VI巻。同書原本の絃妓が

明治22（1889）年と推測されることに関しては、池田真澄識七戸克彦

「『再閲修正民法草案注釈』について」同『資料集成』第1巻lii頁参照。な

お、同資料掲記の条文の条数は、500条分増えており、したがって、第4編

の初霞は1501条、第5編の初条は1814条となっているが、これは、第1編

（人事編）のための条数を確保したことによる。

（5） 使用した資料は、①法律取調委員会「民法草案財産編取得編議事筆記

（自第49回至第71回）」……法務大臣官房司法法制調査部（監修）『日本近

代立法資料叢書9』（商事法務研究会、1987年）、②法律取調委員会「民法

草案債権担保編議事筆記（自第72回至第76回〉」、③法律取調委員会「民
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法草案財産担保編議事筆記（自第77回至第81回）」、④法律取調委員会

「民法草案担保編議事筆記（自第82回至第84回）」……前掲『日本近代立

法資料叢書10』（1988年）。

（6） なお、対照表においては、明白な誤植とその修正、句読点の打ち直しや

変更といった、微細と思われる相違個所については、これをおおむね「同

じ」と記載し、一見して明白な大規模な変更個所についてのみ「異なる」

と表記している。もちろん、一見微細とも思われる相違個所が、草案の実

質的内容に大きく影響を及ぼす個所も存在する可能性は否定できないか

ら、個々の条文の実質的検討を行われる際には、草案の字句を改めて微細

に比較対照されることをお勧めする。

（7） 「『プロジェ第2版』〔（C）〕と①プロジェ22年本〔（B）〕の相違点が見出

される頻度は、おそらく刊行時期が次第に近接するためであろう、財産取

下編以降では格段に少なくなっている」（大久保泰甫＝村上一博「法律取

調委員会（外務省・司法省）時代の仏文および英文草案」前掲注（2）27頁）。

さらに、本書の村上解題・注（6）も参照。

（8） （E）再閲修正民法草案注釈が、（D）プロジェ第2版の単なる「翻訳」

ではなく、草案（条文）ならびに注釈に関して、異なる内容の個所があり、

そして、その中には、（E）再閲修正民法草案注釈のほうが（D）プロジェ

第2版よりも古いと認められる個所もある点については、池田＝七戸・前

掲注（4）xxiii頁以下参照。今回復刻資料との関係で問題となる第4編（債

権担保編）・第5編（証拠編）に関しても、たとえば抵当権に関する1275

条の注釈（nO　515）において、（D）プロジェ第2版（p．490）では参照条文

ならびに注釈が記載されているのに対して（v．art．1186　et　no　367）、（E）

再閲修正民法草案注釈（938頁・復刻版476頁）では、その条数が空白にな

っている（参看第□条及ヒ第□条）。一方、草案（条文）部分に関しても、

同様の逆転が生じている個所があることについては、後引本文皿F。におい

て、他の諸資料とあわせて一括して示した。

（9） もっとも、そこにおける記述は、1278bisに関しては《Cet　article　se

　　　　　　　　　　　豊狽窒盾浮魔?　expliqu6　avec　les　articles　l276　bis（v．　no　516　ter　20）．》というもの、
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Art．1290　bisに関しても《Cet　article　se　trouve　expliqu6　avec　les　articles

1276bis　et　1278　bis，　relatif忌comme　lui，　a　la　purge　de　l響action　r6solu．toire

（v．：n・516ter　3・）．》というものにすぎない。

（10） 前掲注（5）③4頁、10頁、13頁。



（表1）　第4編（債権担保編）条文内容対照表

PrOコet　（manuscrit）

@　　　　（A）

PrOjet（1889）

@　　（C）

　　　　　　eoroj　et　〈2　ξ｝d．〉

@　　　（D）

再閲修正民法草案註釈

@　　　　くE）

法律取調委員会原案

@　　　くF）

Li▽re　IV。

ces　saret白s　ou　garanties　des　c艶ances　ou　droits　persOmels・

第4編

ﾂ権即チ人権ノ抵保即チ担保

DispOsi’ヒiOns　prξ…：Liminaires． 前置条例

Art．：LOO］．，　a：L．1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　aL3

（A）に同じ

iA＞と異なる

iA）に同じ

（C）に同じ （C＞（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

盈t。＝LOO2ダ　　a1．1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　al．3

@　　　　　　al．4

@　　　　　　aL　5

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

撃`）と異なる

iA）と異なる

〈C）に同じ

（C）（D）に同じ

ﾉ）①）に同じ

末�ｶからは不明

iC）（D）に同じ

末�ｶからは不明

　　　　　　　　　o、

iε）に同じ

Premiさre　Partie．　DeS　SOret合S　OU　garantieS　perSOme1エeS． 第1部対人ノ抵保即チ担保

Chapitre　薯）：ごelnier。　Du　cautiOnnement． 第璋保証

亙t．1003，　　a1ゆ1

@　　　　　　aL　2

@　　　　　　al．3

（A）と異なる

iA＞に同じ

ｭA）と異なる

（C）に同じ

＊訳文からは不明

iC）①〉に同じ

iC＞①〉に同じ

（E）に同じ

Section　premiξ…re．　De　l’Obゴet　et　de　la　nature　du

モ≠浮煤@iOnnement
第1節保証ノ目的及ヒ本性

Art．1004
Art．！004，　aL　l

@　　　　　　aL　2
（C）に同じ ＊訳文からは不明 （E）に同じ

∫腰t．1005，　　al．1

@　　　　　　aL　2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C＞に同じ 〈A）（C）（D）に同じ

　　　　　　　　　一
iA＞（C）（D）（E）に同じ

Art．1006 （A）に同じ 〈A＞（C＞に同じ （A）（C）①〉に同じ （A＞’ iC）（D）（£）に同じ

亙t。1007ヂ　　al。1

@　　　　　　aL　2

（A＞に同じ

iA＞と異なる（参照条文〉
（C）に同じ （C）①〉に同じ

　　　　　　　　　～
iC＞〈D）（E）に同じ

Art．1008，　alユ

@　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

　　　　　　　　　一
iA＞．（C）（D）（E）に同じ

Art．1009，　alユ

@　　　　　　aL　2

@　　　　　　al．3

（A）に同じ

iA＞に同じ

ｭA）に同じ

（A）（c）に同じ （A）（C）（D）に同じ

　　　　　　　　　一

iA＞（C）（D）（E）‘こ同じ

Art：。1010 （A）に同じ （A）（C）に同じ ．（A）（C）①〉に同じ
　　　　　　　　　一
iA）（C）（D）（B）1こ同移

．Art。1011，　al．l

@　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）〈C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

Art二。1012

@　　　　　　一

alユ（A）と異なる

≠k2・
（C）に同じ （C）①〉に同じ

　　　　　　　　　一
iC＞（D）〈E＞に同じ

@　　　　　　　一
Art。1013，　al．l

@　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA＞に同じ
〈A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同σ

@　　　　　　　　一
Art。1014 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同ご　　　　　　　　一

Art．：LO15，　al。l

@　　　　　　al．2

@　　　　　　aL3

@　　　　　　aL　4

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

〈A）（C）に同じ （A）（C）の）に同じ 〈A）IC）（D＞（E）に同撚

@　　　　　　　一
Art．1016 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

（A）（C）〈D）（E）に同δ　　　　　　　　♂

Art。！017 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

Section　工1。　Des　effets　du　cautionneme筑t． 第2節保証ノ効果 第2節保証ノ効力
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欝惣． De　l’effet　du　cautiormement　entre　ユa　caut：iOn　et　le
@，　　　　　　　　　．

b∫eanc■e「・

第1款保証人ト債権者
gノ間ノ保証ノ効果

第1款保証入ト債儲ト
m問二於ケル保証ノ効力

」曙

尅宦B’8’ll：1 （A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に1司じ （A）（C）（D）（鋤に同じ

　　　　　一@難蕪・『　1

T麺019 一 一 一 騨

簾難擁σ20

c嚢　　　　　一一一…・

Art．1019
iA）と異なる一驕一雌廓囎。幽騨　　　　　　一■　　　　　　一一　　　　　　一

（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

脇働戴’七七

O’泡パ“　．

@　　　　al．1

@轍．　　al．2

Art．！020

iA）に同じ

iA）に同じ

（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

　ゴi

ｶ藝1022
ｮ☆　a…
W：：ll：1：：

Art二．1021

PA）に同じ

iA）と異なる（参照条文）

iA）に同じ

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D＞（E）に同じ

Art：．1022

iA）に同じ
に）に同じ （C）①）に同じ （C）（D）（E）に同じ

陣噂・．て、

@、－馳：　　　一一

栫@　　　　al．工　、ド馳難1・　　al・ε．．＿一　　ゐ一r一一願9■一

Art．1023
iA）と異なる
i．A＞に同じ一一闘一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

蘇弓’e

Artユ024 〈C）に同じ （C）①〉に同じ （C）①〉（E＞に同じ欝欝◎25，aL！

@　　　　　al．2
Art．1025，　aユ．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

鰻纂’一一

ﾚ026
@　　　一

Art．1026，　al．1

@　　　　　aL　2
（C＞に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

こ蓬≡郵1027，　　al。l

@　　　　al．2遷叢叢∵

（A＞に同じ

iA＞に同じ
（A）（c）に同じ （A）（C）①〉に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

r露　　　　　曇肌身

@灘028，alユ
[難・．　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）①）（E）に同じ

糞欝1：De・’effet　du　cauti・一ent　entre・a　cauti。n　et・e　　　d6biteur。

第2款保証人ト債権者トノ問二於ケル保証ノ効力

一羅
@　◎29
?　　・

?　　　　　一

亙t二．1029，　　al．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ （C＞（D）に同じ 〈C）（D）（E）に同じ

　　．7・窄馴噂q剛■圃■魑9圃■

ﾓi：
趣t．＝LO30，　　al．1

@　　　　　　　ゴ
@　　　　　　　2：　　　　　　　　3『

〈C）に同じ （A）に同じ （A）（E）に同じ

（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

・熱32，al．1

ｿ　・　　　al．2

（A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ 〈C）①）に同じ （C＞（D）侭〉に同じ

懸＿騨導033’　　al・1

P　’　　　al．2

E　糞∵　　　aL　3

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

蛯撃結ﾀ　　　　　　　3一
一　　　　　　　　　働　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨一

iA＞と異なる

iA）と異なる

iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ 〈C）①）に同じ （C）（D）（恥に同じ

’羅繋7喘鱒鯖鱒　鞠魑囎　網隅騨繍隔

｢熱◎35
櫛囎鱒囎緬騨騨噸葡一騨蝉　　　一鱒噂一騨聯騨旧一〇一一轍騨朧一繭

iA＞と異なる

卵　　　　騨営陶　　　　剛讐陣　　　　購隠鱒一顧鱒静鯛胤

iC）に同じ （C＞①）に同じ lC＞（D）侶）に同じ

灘b36，楠鱒傭ﾘ7r凹　
@鱗鑑ら、
e灘aL2継…騒　　aL　3

p欝　　：　　　一

輔喘爾騨”嘗騨韓四一騨噂囎一一鱒繭一〇聯麟一齢顯一幽鱒一塑齢劇

iA）と異なる

iAlと異なる

黶@　　　　　aL　3

@　　　　　aL4

鱒　　　　　　　朧噂　　　　扁讐輯一騨嚇単“瑞簡齢一階

iC）に同じ （C）①）に同じ （C）（D｝（鷺）に1司じ
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Aユ2t．1037，　　a1．1

@　　　　　　　al。2

Art．！037

@　　　　　　　一

（C）に同じ （C）（D）に同じ
　　　　　　　　　　、
iC）（D）（E）に同じ

§　1工1。De　lダef：εet　du　cautiOnne　］無ent　entre　les

@　　　　cO－fid合jusseurs．
第2款共同保証人ノ問二二ケル保証ノ効力

Art。1038，　al．！

@　　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
に〉に同じ （C＞（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

（Art。1040＞ Art。1039 （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ＼
Art．1039

@　　　　　　　一

Art。コ．040，　al。1

@　　　　　　　al．2
〈C）に同じ （C）〈D）に同じ

　　　　　　　　　一r曳

iC）（D）（E）に同じ

Art。1040 （Art。1039） （C）に同じ （C）（D）に同じ
　　　　　　　　　軌■、
iC）（D）（E）に同じ

Art．1041 （A）に同じ （A＞に）に同じ （A）（C＞①）に同じ
　　　　　　　　　　、
iA）（C）（D）（E）に蒸し

Art二．1042

@　　　　　　　一

盈t。1042，　　a工．1

@　　　　　　　a1．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

隔、

Art．1043 （A）と異なる に）に同じ lC）ID＞に同じ
　　　　　　　　　　陶工川幅

iC）（D＞（E）に同じ

Sect二ion　工1工．　De　よ’extinction　du　cautiOnnement． 第3節保証ノ消滅

盈t．1044，　　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A＞（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同し

盈t．1045，　　al．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

盈tl．1045，　　al．！

@　　　　　　　一

@　　　　　　　al．2

（C）に同じ 〈C）の）に同じ

　　　　　　　　　　、

撃b）（D＞（E＞に同じ

Art．1046，　aユ．1

@　　　　　　　aL　2

（A＞に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D》に同じ

　　　　　　　　　　、
iA）（c）〈D）（E）に早し

みppendice．

cu　cautiOnnement　l6gal　et　du　cautionnement二judiciaire．
附録法律上ノ保証及ヒ裁判上ノ保証

Art．104フ，　al．：L

@　　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E＞に回し

Art。1048 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D＞（E）に同し胸

Art。1049 （A）と異なる （C）に同じ ＊訳文からは不明
　　　　　　　　　　噸
iE）に同じ　　　　　　　　　　　　蒙

　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

`rt．105C （A）に同じ 〈A＞（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ
　　　　　　　　　　噸
iA）（C）（D）（E）に同鍵　　　　　　　　　　　善

Chapitre　工1．　De　la　sol⊥dari’ヒξl　entre　d合biteurs　et　entre　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　creancユers． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉
赳�ﾂ瀦ノ間及ヒ債儲燗二於ケル連擁

鱒 一 一 前置条例　　　　　　　　　　　　　　憲
慧

Art．1051

@　　　　　　　一

al．1（A）に同じ

≠戟D2

（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

響

Section　premiさre．

ce　la　sOlidaritξ…passive　ou　ent：re　dξ｝biteurs・
第1節受方ノ即チ債務者ノ三二於ケル連帯 嚢

passエve・

§　　Ie「。　De　　la　　na’ヒure　　e’ヒ　des　　causes　　de　　la　　sOlidaritξ…

@　　●

第、款受方鶴ノ本性及ヒ原由　　藻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

Art．1052，　al．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　aL　3

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に晒し

盈t．1053，　　a1．！

@　　　　　　　aL2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（c）に同じ （A）（C）（D）に同じ

　　　　　一一一

iA）（C）（D）（E）にロ．1，

§　工工．　Des　effets　de　工a　solldarit台　passi▽e． 第2款受方連帯ノ効力

2へrt．1054，　　al．1

@　　　　　　　aL　2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（c）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に嘩

．Art。1055 （A）に同じ （A）〈C）に同じ　　　　　　　　　■ 〈A）（Cl（D）に同じ （A）〈C）（D）（E）に燦

盈t。1056，　　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ

　　　　　　　　　　騨一一　　　開

iA）（C）に同じ　’

＿儒。＿薗。一日目椰。麟輸一一鵬一一〇騨鴫一騨噸一一一聯

iA）（C）（D）に同じ

一山學陶＿響一■嚇願一一齢一一一一一一

@（A＞（C）（D）（E）に醸
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環、脚一一■一一’一

@　　　　aLl
@　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ ｛c）（D）に同じ （c）①）（E）に同じ

…幽層一ロー旧脚■■一■■■

（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

■顧●一P一

〈A）に同じ ｛A）（C）に同じ （A）（C）（D＞に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

鐸一一・

（A）に同じ （A》（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ ｛A）（C）①1（E）に同じ

■願■■四の

@　　帯

al．1　（A）に同じ

≠戟D2

（C）に同じ 《c）（D）に同じ （C｝（D）（E）に同じ

一一

@　　al．1

@　　al．2

@　　al．3

（A》に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

（C》に同じ ｛C）①）（珊に同じ

’19－
@　　　al。1’野㌔　　　　al．2 （A》に同じ

iA》に同じ
（A》（C》に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

al．1

≠戟D2

（A）と異なる

iA）と異なる
（c）に同じ （c）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

羅1．　　　　一

al．1　（A）に同じ

≠戟D2

（℃）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

一 幽 一 縣

灘1068） Art．1066 （c）に同じ （c）（D）に同じ 〈c）（D）〈E）に同じ
。量；：一一一　

`、

（A）と異なる に）に同じ （C）①）に同じ （c）①）（E）に同じ

　．鰍こ

@．．罫

（Art．1066） 《c》に同じ （C）｛D）に同じ （C）｛D）（E）に同じ

　　踊了・ﾟ　・・“

@　　　　　al．1@．嚢　　　　　　al．2

Art．1068
iA）と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

Art。1069
iA）と異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

，．

E欝
紅t．1070，　　al・1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

（C》に同じ （C）（D）に同じ （C）（D》（E）に同じ

鋳・

＿壌　De　la　cessation　de　la　solidaritξpassive． 第3款受方連帯ノ絶止

?０72 Art．1071
iA）と異なる

（C）に同じ （C＞（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

臨置5・

pll：1
Art．1072
iA）に同じ

iA｝に同じ

（C）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

・ケ　　　alユ

Art．1073
iA）と異なる

iA）に同じ

（C）に同じ ｛C）①）に同じ （C）（D）（E）に同じ

、．．≧二・

趣）pendice．

ce　l，　obligation　s　implement

奄獅箔Irale．

第4款単二完全ナル義務

Art。1074。　al．1

@　　　　　al。2
（C）に同じ に）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

’＝■、」」．

盾盾氏@I工．　De　la　solidaritξ　acti▽e　ou　entre　cr6anciers。 第2節駒方即チ債権者間ノ連帯

　、．De　la　nature　et　des　causes　de　la　solidarit¢

凵D 第1款耳環連帯ノ本性及ヒ原由

　　　al．1酬i’　　　a工．2 （A）に同じ

iAlに同じ
（A）（c）に同じ （A）に）（D）に同じ （A｝（C）①）（E）に同じ

鱒一一騨一 ＝

一 ● 購

1ヒごt．1076，　　a工。1

@　　　　　a工．2
（C｝に同じ （C）①）に同じ （C｝①1（E）に同じ
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§　工工．　Des　ef：εets　de　la　solidarit6　acti▽e。 第2款働方連帯ノ効力

Art．1077，　al．1

@　　　　al．2

（A）に同じ

撃`rt．1078，　al．1）

`rt．1077，　al．2

（C）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

Art．ユ078

（Art．1077，al．2） ．Art．1078，　alユ

@　　　　al．2
（C》に同じ （C）（D》に同じ （C）｛D）（E》に同じ

Art：ユ079 （C）に同じ （C＞①）に同じ 　　　　　　　一iC）（D）（E）に同じArt．1079，　al．l

@　　　　al．2

@　　　　aL3

Art．1◎80，

@　　　　　　1。

@　　　　　　2。

（C）に同じ （C）（D｝に同じ （C）Φ）（E）に同じ

Art．1080 Art．1081
iA＞と異なる

（C）に同じ （C）Φ1に同じ
　　　　　　　、
iC）Φ以E》に同じ

Art．1081，

@　　　　al．工

@　　　　al．2

Art．1082
iA）に同じ

sA）に同じ

（C｝に同じ 《C）①》に同じ

　　　　　　　一

iC）（D）（E）に同じ

Art．1082 Art．1083
iA》と異なる

（C）に同じ 〈C）Φ）に同じ （C）①》（B）に同じ

Artユ083 Art．1084
oA＞に同じ

（C）に同じ （C）①）に同じ 〈C）①）（B）に同じ

§　1工1．De　ユa　cessation　de　la　soユidaritξ…active． 第3款働方連帯ノ絶止

Art．1084 Art：．1085

iA）と異なる
（C）に同じ に）①〉に同じ （C）①1（E）に同じ

Artユ085，　alユ

@　　　　a！．2

（Art．1087，　al．1》

iArtユ087，　al．4）
（C）に同じ

（1587条　　1項

@　　　　3項）

（1087条

iE》に同じ）

（Art．1087＞

`rt．1086

iArt．1087）

Art．1086，　al．ユ

@　　　　al．2

@　　　　aL3

（C）に同じ

（c）（D）に同じ

@　　　　2項

（E）に同じ

Art．1087 （Art．1086，　al．1

@　　　　al．3》
（C）に同じ

（1586条　　1項

@　　　　2項）

（1086条

iE）に同じ）

第3章任意ノ不可分

（Art。1085，　al．1）

F（Art．1085，　aL　2）

Art．1087，　alユ

@　　　　al。2
@　　　　a！．3

@　　　　al．4

（C）に同じ

（c）①｝に同じ

iC）（D）に同じ

@　　　　3項

1087条
iH）に同じ

Chapitre　工1工．　De　l’indivisibilitξl　volonrtai：re． 第3章任意ノ不可分

Artユ088，　al．l

@　　　　aユ．2

（A）と異なる

@　　　　a！．2

@　　　　al．3

1087条（前条と重禰

ｭC）①）働に同じArt．1089，　al．1

@　　　　al．2

（C）に同じ
1588条
iC）（D）に同じ

一 鰍 脚 1589条
1089条

宸ﾉ同じ
Art．1090・ Artユ089，　alユ

@　　　　aL　2
（C）に同じ

1590条

iC＞①）に同じ

1090条

ﾉ）①）但）に同じ

Art：。1091

@　　　　al．1
@　　　　al。2

Art：ユ090

iA）と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ
1591条
iC＞①）に同じ

1091条
sC）①）但）に同じ

@　　　　　　一
Art．1092

@　　　　al．l
@　　　　al．2

Art．1091
iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ
1592条

iC｝①1に同じ

1◎92条

ic）（D）（E）に同じ
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　　■P●隠一●瞬●ρ●爾

?０93aL！
ｮl　a・・2

Art．1092
iA）に同じ

iA＞と異なる

《C）に同じ
1593条
ic）（D）に同じ

1093条
ｭC）（D）〈E）に同じ

　　一一 Art：．1093

iA）と異なる

iA）と異なる

（C＞に同じ
1594条
iC）（D）に同じ

！094条

iC＞（D）（E）に同じ

　」　、一一一
ﾁ1095　、廃置七　　　　　　＿　　　　　一伽　　　囎騨噛 Art．1094

iA）に同じ
（C）に同じ 1595条　　1項

@　　　　　2項

1095条

iE）に同じ　、

i髭
Art．1095 （C）に同じ

離婁：t離’

ｰ麺登tie・「奄eles

Deuxi合me　Partie．　Des　sαretξS　r《ちe工es 第2部物上ノ三保即チ担保

…臨pitre　premier・叢鍵i蒔

Du　droit　de　r（§tention。 第璋留置権
i嚢醸姦t」！096，　　al．！一歩　　　　　　al．2 （A）と異なる

iA）と異なる
lC）に同じ （C）（D＞に同じ （C）（D）（E）に同じ

i購・・『七曲

怩宴?０97’al・1　　　　　　al．2 （A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

　　　’oo
ﾟ灘贅二1098’aL！
堰@　　al．2　　　　　　al．3

（A＞に同じ

i趣t．1099，　al．1）

iArt．1099，　al．2）

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

歎・1099’aL！
F繋≡・　　aL2

華箋畿糞ギ　。1098，　al．2）

ｫ．ユ・98，a・．3）

∫㌧rt。3．099，　　a工．1

@　　　　　aユ．2
（C＞に同じ 〈C）（D＞に同じ （C）（D）（E）に同じ

i襲馨1ユ100，al．！叢欝寸　　　　　　　a二L．2一欝　　一

（A）と異なる

iA）と異なる

@　　　　　al．3

（C）に同じ

1600条　　1項

@　　　　　2項

（C）（D）（E）に同じ

垂・『

…』 X馨鐘＞itre　1：工・　Du　gage　ou　nant：issemen’ヒ　mQbi二Lier・ 第2章動産質

野　　　「

1’験・npremi合re・　，勲毛ξ七2　　　　nature　et　de　la　fOrmatiOn　du　contrat二　de　gage．

第1節動産質契約ノ本性及ヒ組成

（A）と異なる （C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E｝に同じ

舞1102，a！．1 （A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D＞（E）に同じ

i灘・・3 （A）に同じ （A）（c｝に同じ （A》（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

　鐵：1104，al・1≡　錨・㌃　　　　al．2

?　　　　　　＿　騨釧

（A）と異なる

iA＞と異なる

@　　　　　a：L．3

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

、ξ請べ

?集105’al・1

@　　　　al．2

@　　　　a！．3

（A）に同じ

iA）と異なる

iA＞に同じ

（C＞に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E＞に1司じ

　㌔r

?１06 （A）と異なる （C）に同じ lC）①）に同じ （C）（D）（E＞に同じ

毒・

普u

（A）と異なる

iA）と異なる

@　　　　　al．3

（C）に嗣じ （c）（D）に同じ lC）（D）（E）に同じ

灘1◎8，al．1難☆．　　　　　aL　2．二一究’難一　　aL　3

q　　　aL4

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

に）に岡じ （c）（D）に周じ （C）（D）（E＞に同じ

騨109 （A）と異なる （C）に岡じ （Q（D）に同じ （Cl（D）㊨〉にi司じ

　酬　　冠

T卑。，aL！
@　　　　aL　2　1＝7

D＿．・ @　aL　3

（A）に局じ

iA＞に同じ

ｭ．A）に同じ

（A）（Clに同じ （A＞IC）の）に同じ 〈A只C）ID）（E）に同じ
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Section　I工．　Des ef：εets　du　contrat　de gage・ 第2節動産質契約ノ効力

Arヒ．1111，　aL　l （A｝と異なる

al．2 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

藺 al．3

Art。ll12 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ
　　　　　　　　　、
iC）①）（E）に同じ

～1せt．1113，　　al。1

@　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ （C）①》（馴に同じ

Art．1114，　al．1

@　　　　　　aユ．2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C＞①）に同じ

　　　　　　　　　、
iC）Φ）（E）に同じ

細’ヒ：．11＝L5，　　aユ．1

@　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C）①）に同じ

　　　　　　　　一幽一、

iC）（D）（E）に同じ

Art．1116 （A）に同じ （A）（c）に同じ （A）（C）①）に同じ 　　　　　　　　　　　■．冒iA）（C）（D》（E）に同じ

Art。1117，　aユ．l

@　　　　　　aL　2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C）①）に同じ

　　　　　　　　風
iC）（D）（E）に同じ

一Art．1118，　al．1 （A）と異なる 1618条　　1項
al．2 （A》に同じ 《C）に同じ （E）に同じ

一 al．3 2項

一Art．1119 （A）と異なる ｛C）に．同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

一Art．＝L　120，　al。1

@　　　　　　al．2

（A｝に同じ

iAlに同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ 〔原本欠〕

Chapitre　I工1．

De　l’antichrさse Chapit：re　I工1。
第3章不動産質

ou　nantissement Du　nantissement immobilier．
imlnobilier．

Sec「ヒion　premiξ≧re．

De　！’obj　et，　de　la Section　premiさre．

nat二u：re　et　de　la De　l’obj　et，　de　la nature　et　de　la 第1節不動産質ノ目的， 本性及ヒ組成

format：ion　de fo：㎜tion　du　nantissement　i㎜obilier．

1’ant　ichrさse．

Art．1121
Art．＝L　121，　al．1

Art．1ユ．22，　al．工

@　　　　　　al。2

al．2

≠戟D3
に）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

al．4

Art．1123 Art．U22 に）に同じ （c）①）に同じ （C）①）（E｝に同じ

陶

一印 Art．：L＝L23，　al．1 （E）と異なる

aL　2 （C）に同じ （C）（D）に同じ （E）と異なる

al．3 （C》（D｝（E）に同じ

Art．1124 Art。1124，　al．1 （C）に同じ

al。2

≠戟D3

（C）に同じ

iC）と異なる惨照条文）
（C）①）に同じ （C）①）（E＞に同じ

al。4 （C）に同じ

Art。1125 Art．1コ．25，　al．1
（C）に同じ （C）①）に同じ （C｝①）（E）に同じ．

騨 al．2

一Art。1126 （Alと異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）｛D）〈E）に同じ

一Art．1127 （A）と異なる （C）に同じ （Cl①）に同じ （c＞①》（E》に同じ　　　　　　　　　♂

Art，1128 （A）と異なる 〈C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（理に同じ

Section　II．

Des　effets　de
Section工工。

第2節不動産質ノ効力
Des　effets　de　r瞼ntissement　i㎜obilier．

1’antichrξ…se．

Art．1129 （A）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ （C）（D｝（E）に同じ

顧 al．2
贈印ノ髄。一一 一一

Art．1130，　al．1

@　　　　　　aL　2

（A｝に同じ

iA）と異なる
に｝に同じ （C）①）に同じ （C｝（D｝（E）に同移

一鱒 顧噂噂隔轍鱒蘭隔幽轍輯齪騨騨一幽一一〇噂囎墜 一騨一一
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．“，一●一

榊 一 一 轍

願

Art．：L　131，　al．1 （C）（D）（E）と異なる

・麟 al．2 （C）に同じ に）①）に同じ
（C）①）（E）と異なる

al．3 1132条
議　一夢．闘＿一

’§it．1：L32，　　al・1
哺 繭 一 囎

蹴　　　　　　al．2 1632条 幽
韓一一●一一

騨
亙t．1：L32，　　al．1

蕪 a1．2 （C》に同じ
一 轍

al．3
．…’・i･西一・・

@　　　　　　al。1 Art．1133，　al．1 （C）（D＞（E）に同じ
’・軸，

al．2 （C）に同じ 〈C）（D）に同じ
幽

．・X　　　　　　　　　　階

W一＿
al．3 欄

1塾ヒ．＝L134，　al．1 Art．1134，　al．1 1634条　　1項

aL　2

al．2

≠戟D3
（C》に同じ 一　　　　　　2項 1134条

iE）に同じ

　　　　　一 al．4 脚

霧　・一一一

銑．1135 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

　，と，二

privil的es． 第4章先取特権
，鋤

?ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　pr壱liminaires・ 前置条例

’盤．1136，al．1 （A）に同じ
胃

aL　2 （A）と異なる くC）に同じ （C）①）に同じ （C）（D）（E）に同じ

墜：　a・。3 （A）と異なる

醐…無

?１．1137 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ ｛CMD）｛E）に同じ

W，1138，al．1

T　　　al・2

（A》に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

難．1139 （A｝に同じ

　　　　　　　　　ゴ　厚司・’　　　　　　　　2。 （A）と異なる（参照条文）

iA）と異なる（参照条文）
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

3。 〈A）と異なる惨照条文）
棄

灘．1140，aL　1 〈A）に同じ

欝　　　　　al．2 （A）に同じ （A）（C）に同じ 〈A）（C）（D）に同じ （A）｛C）①）（E）に同じ

a工．3 （A）に同じ

（A》と異なる
（C》に同じ （C）（D》に同じ （C》（D）（E）に同じ

…’　　　　　　　　　　　一 al．2
壁　　、欝。n　p－ere・

縫P：rivilさgeS　g6nξ…raux　Sur　leS　me1オ）leS et　les　i㎜eubles．
第1節 動産及ヒ不動産二係ルー般先取特権

落．．De工a　cause

T1’・切et　de・’i難nさges　g6n6raux．
　　er?　1　．　Des　causes

@　　　privilさges

et：de　l’objet　des

X6n6raux．
第1款一般先取特権ノ原由

（A）に同じ （A）（c）に同じ （A）IC）（D｝に同じ （A）（C）①）（B）に同じ

欝i’

Y～ri▽il壱ge　des frais　de　ゴustice。
第1則

i訟費用ノ先取特権
囎

一密．

k1143，al．1 （A）と異なる（参照条文）

iA）に同じ
（C）に同じ （C）①）に同じ （C）（D）（E）に同じ

．1藝Privilさge　des frais　　fun∈6raires． 第2則葬式費用ノ先取特権
5r「r

ﾋ144，aL　1 （A》と異なる

al，2 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ
’…’

O　　　　　aL　3 （A）に同じ

雛黙Privil的e　des

frais　de　derniξ｝re maladie．
第測
ﾅli鍬編ノ費用ノ先取博権

第測
ﾅ後ノ疾病ノ費用ノ先隣羅

翫…唐手145’：1：1 《A）と異なる

iA）に同じ に）に同じ （C）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

鑑　　al．3 （A》に同じ
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IV．　P：dvilξ…ge　des　saユaires　des　gens　de　service． 第測雇㈱ノ先駿権 騨　　　　　　　　　　　．　　、．

1複rt．1＝L46，　　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる惨照条文）
〈C）に同じ （C）①）に同じ

　　　　　　　　　　　・読

iC）（D）（E）に同じ

@　　　　　　　　　　穿1

V。　Privil合ge　des　foufnitures　de　subsistances．

第5則　　　　■

�H品供給ノ先取特権
騨

Art．1＝L　47，　al。1

@　　　　　　　al．2

《A）に同じ

iA）と異なる惨照条文）
〈C）に同じ

（A）（C）①〉に同じ

iC）（D）と異なる（条文1

　　　　　　　　　　　二・’‘
iE）に同じ

§　工工．　De　l’effet　et　du　rang　des　privilξ∋ges　gξn6raux． 第2款「般先取特権ノ効力及ヒ順位

A写t。1148，　al・1

@　　　　　　　a1．2

@　　　　　　　aユ．3

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

（A）（c）に同じ （A）（C）Φ》に同じ 　　　　　　　　　　　・‘しiA）（C）（D）《E》に同接

1辻t，1＝L49，　　al。1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

@　　　　　　　aL　4

@　　　　　　　髄

@　　　　　　　藺

@　　　　　　　聞

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

iA）と異なる

@　　　　　　aL　5

@　　　　　　al．6

@　　　　　　al．7

（C》に同じ に）（D）に同じ

　　　　　　　　　～

@　　　　　　　　　　悟

iC）①）（E）に同じ　5

@　　　　　　　　　　”1乱
@　　　　　　　　　噛闘■■　　　’

Art。1：L　50，　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）に同じ

@　　　　　　一

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ’：で

Section　I工．　Des　pri▽ilξ｝ges　sp｛6ciaux　sur　les　meubles．
第2節

ｮ産二係ル特別先取特権

・i・i

Fで

　　e工?　1　．　De　la　cause　et　de　l’obj　et　des　pri▽il壱ges　spξ…ciaux

@　　　　sur　les！neubles．

第1款

ｮ産二係ル特別先取特

?ノ原由及ヒ目的 漂

Art．1151 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ
　　　　　　　　　　　’・τ
iC）（D）（E》に同じ　’嘗

1．　Du　p：ごivilξ…ge　du　bailleur　d’immeuble． 第1則不動産賃貸人ノ先取特権　　　　　1；1

和ごt．1152，　　al．l

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

（A）に同じ

iA）と異なる二二条文）

iA）に同じ

（C）に同じ に）①）に同じ

　　　　　　　　　　　．li

iC）（D）（E｝に同じ

@　　　　　　　　　　’，・

亙t．1153，　a工．1

@　　　　　　　aユ．2

@　　　　　　　al．3

（A）に同じ

iA）に同じ

@　　　　　　al．3

@　　　　　　aL　4

《C）に同じ （C）①｝に同じ

　　　　　　　　　　　’．：・｝：
@　　　　　　　　　　1（C）①）（E）に同じ　弾

@　　　　　　　　　　醸

Art．＝L　154，　al．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

@　　　　　　　aL4

（A）に同じ’（A》に同じ

iA）に同じ

iA＞に同じ

（A）（c）に同じ （A）（C）①）に同じ

　　　　　　　　　鱒@　　　　　　　　　　’譲

@　　　　　　　　　　・：1華
iA）（C）（D）（E）に同喋　　　　　　　　　　　：！i：選

@　　　　　　　　　　㌦1’で韮

Art。＝L　155，　al．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

（A）に同じ

iA）と異なる

iA＞に同じ

（C）に同じ （C）①）に同じ

　　　　　　　　　　　’慧
@　　　　　　　　　　’魏（C）（D）（E》に同じ

勘t．1：L56，　al．1

@　　　　　　　aL　2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A》（c）に同じ （A）《C）①）に同じ

（A》（c）（D）（E）に同誌　　　　　　　　　一

Art．1157，　al．1

@　　　　　　　al．2

（A》に同じ

iA）に同じ
（Al（C）に同じ （A）（C》①）に同じ

（A）（C）｛D）（日）に同　　　　　　　　　　　・、二言

Art．1158 （A）に同じ （A）（C）に同じ ｛A）（C）（D＞に同じ
（A）（c）｛D）（繭1

工LPriviユξ…ge　du

?ｄ雌ｓｓｅｕｒ　de

r｛知ences　et　e㎎rais．

1工．Privilξ…ge　des　fournisseurs　de

@　se斑ence＄et　engrais
第2剣種子及ヒ肥料ノ供給者ノ先取特権

電t二。：L＝L59，　　al．1

@　　　　　　　al。2

（A）に同じ

iA）に同じ

（A＞に）に同じ　　7

《A）｛C）①〉に同じ

　　　　　　　　　　・灘（A）（C）（D》（E）に同iil．．　　　　　　　　　　　譲

II工。　P：ri▽ilξ∋ge　de＄　ou▽：riers　agricoles　et　indu＄triels． 第3則農業及ヒ工業ノ職工ノ先取特権　　．蓬
・擁’

1立t．：L＝L60，　　a1．1

@　　　　　　　aL2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C）①）に同じ

　　　　　　　　　　　穣・
iC｝（D）（鱒に同じ1難　　　　　　　　　　．ゴ旨・



71藤野ivi・的e　du

conservateur　d’obゴets　mObiliers． 第4則動産物保存者ノ先取特権　　，
?・・．瓢・

蛛Ei61，　aユ・1

@隻諭：｝ご・　al．2

（A）と異なる

iA＞に同じ
（c）に同じ に）①）に同じ （C）①）但）に同じ

　’ヤ．．七’”層

ﾄviユ合ge　du vendeur　d’obゴets　mobiliers． 第5則動産物売上ノ先取特権

　　　　　aユユ （A）に同じ

iA）に同じ一　　　　　　一　　　　　　一9　　　　　　糟　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡葡　　　一輸一噛闘

（A）（C）に同じ

黶@　融一　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一齢

（A）（C）①）に同じ

ﾗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬

（A）（C）（D》（E｝に同じ

’鍵i毒

ｮ　一
刧d、

｛A）と異なる

@　　　　　　　al．2　　　　　　　　0

（C）に同じ

@　　　　　一

（c）①）に同じ
（E）に同じ

（A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （Cl（D）但）に同じ

準　’”

騨rivilさge　de　l’aubergi・te　et　de　l’H6telier・ 第6則旅店主ノ先取特権

髄165 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）｛鋤に同じ

難三：lPrivi三色ge　des　voituriers　et　Bateliers・ 第7則舟車運送営業人ノ先取特権
響，l

@　　　　　aユユ

@　　　　　al．3

（A）と異なる

iA》と異なる

oA）と異なる

（C）に同じ （C）｛D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

醗垂墨pri▽ilさge　des　cr｛6anciers　pour　frais　de　charge。 第8則負担ノ所為ノ為重ノ債権者ノ先取特権

　覗

ﾕ訥」＝＝

（A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ （C》（D｝（E）に同じ

蛯盾獅獅?血ｅｎｔ・

難塾rivilξ｝ge　des　p：rξ…teurs　de　deniers　du
第9則保証金貸主ノ先取特権

・ピ”

（A）と異なる惨照条文） （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）但）に同じ

燃’G・

clDu　rang　des　pri▽ilξ｝ges　sp6ciaux　sur　les　meubles・ 第2款動産二係ル先取特権ノ順位

．i

@　　　　　　　1。

@　　　　　　　2。

@　　　　　　　蜘

ｶ・輩

（A）と異なる

iA》と異なる
iA）と異なる一

（C）に同じ

B

（C）①）に同じ

@　　　　　　　　　　　　鱒

（C）（D》（E｝に同じ

@　　　雌
騒ii…．’

怺M
@　　　　　　　1。
宦@　　　　　　　2。

T　　　　　　　　3。・’轡醸華　　　　4。

Art．1170，　．aユ．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

@　　　　　　　a工．4

@　　　　　　　一

@　　　　　　　一

@　　　　　　　al．5

@　　　　　　　al．6

@　　　　　　　aL　7

@　　　　　　　al．8

@　　　　　　　al．9

@　　　　　　　al．10

（C）に同じ （C）ID）に同じ （C）｛D）（E）に同じ

難ユon　II工．　Des　privil｛きges　spξlciaux　sur　les　工㎜eubles． 第3節不動産二二ル特別ノ先取特権

欝…＝　De　la　cause　et　de　l’obゴet　des　privilξ…ges　sp6ciaux

D騨　　sur　ユes　immeubユes．

第1款不動産二係ル特別ノ先取特権ノ原由及ヒ目

@　　　的物

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iAlと異なる（参照条文）

@　　　　　　　　　4。

@　　　　　　　　　5。

（C｝に同じ （CMD）に同じ （C）ID）（B）に同じ

簿珈il色ge　deエ’aliξnateur． 第1則移付者ノ先取特権
　悟，

p　　　　ず
@　　　　　aL　2

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

iA｝と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ （Cl①）に同じ （C）（D）（E｝に同じ

@　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　陶　　　　鴨鵬髄葡鱒齢幽願■■一囎■■鱒喝■騨噂［鰯 鱒一儒輌●一嚇轍齢鱒9曙騨一鱒慶一麟一四鱒騨鵜騨鱒爾一騨 一一噂葡幽轍願騨　　　鱒顧儒働輌　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯。　　　　　　騨
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鱒。

Art。1］．73，　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　　　　　■■－瞳亀・

iC）（D）（E）に同じ

Art．1174

@　　　　　　　噛

　紬iA）と異なる

@　　　　　　　al．2

　　　　　輸　　　　　　　　　　　　　　　　一

ic）に同じ

　　　　　　　　鞘

iC）（D）に同じ

　　　　　　　　　　　鱒開明、

iC）（D）（E）に同じ

II．　Privil壱ge　des　copa：rtageants・ 第2則共同派分者ノ先取特権

Art．U75
@　　　　　　　　　　1。

@　　　　　　　　　　2。

@　　　　　　　　　　3。

（A）に同じ

@　　　　　　　　　2。

@　　　　　　　　　1。

@　　　　　　　　　3。

（C）に同じ

（C）（D）に同じ

iC）Φ）と異なる㈱
iC）①）に同じ

iC）（D）に同じ　　　　　　　　　　　　　輪

（珊に同じ

Art．l176，　a1．1

@　　　　　　　aユ．2

　　一　　　　　　　　鴫

iA）と異なる

@　　　　　　　aユ．2

@　　　　　　　　　1。

@　　　　　　　　　2。

　　　　　　　　　　疇

iC）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　　　　、

iC）（D）（E）に同じ

Art．1］．77，　aユ．1

@　　　　　　　aL　2

@　　　　　　　al．3

（A》と異なる

iA）と異なる

@　　　　　　　al。3

@　　　　　　　al。4

（C》に同じ （C｝（D）に同じ （C》①）（E）に同じ

画工1。P：rivil的e　des　a：rdhitectes，　ing壱nieurs　et　entrepreneurs

@　　de　travaux．
第3則工匠，技術師及ヒ工事請負人ノ先取特権

盈t：．1178，　　al．1

@　　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ・・

　　　　一
�煤D1179，　　al．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　aL　3

@　　　　　　　al．4

@　　　　　　　al．5

　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

iA）と異なる（参照条文）

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

iA）に同じ

　　　　　嚇

iC）に同じ

　　　　　　　　一

iC＞①）に同じ

　　　　　　　　■鱒靱■旧口繭旧瞬一■隔

iC）（D）（E）に同じ

繭 工▽．Privilξ…ge　des　pr6teurs　de　deniers． 第4則金員ノ貸主ノ先取特権

Art．1＝L　80，　al。1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

（A）と異なる

iA）に同じ

iA）に同じ

（C）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　　　　　・誕

iC）（D）（B）に同じ

卿

▽．　Privilξ…ge　de　la　separation　des　　　　，　　　　　　　　　　　らpatr■mO■nes。

第5則資産隔晩ノ先取特権

一 Art．ユ181　　　　　　（C）と異なる ｛C）に同じ （c）（E）に同じ　　　　　　　　　　　　．’｝三

胴 Disposition　cQ㎜une． 騨 一　　　　　　　　　　　　・’護

Art．l181
Art．l182
iA）と異なる

（C）に同じ （C）｛D）に同じ （cゆ）（酬こ同じ・P
　　　　　　　　繭

`rt．1182 一 胴

　　　　　　　　　　　　　一

Q

　　　　　　　　　　　　講一　　　　　　　　　　　　　　　：1爆

§　1工．De　l’ef：Eet

?ｔ　du　rang　des

ori▽ilξ…ges　spξ｝ciaux

唐浮茶?ｅｓ　i】㎜eubles．

§II．　De　l’ef：εet　et　du　rang　entre　les

@　　　crξ…ancier＄　des　privilξ…ges

@　　　sp6ciaux　Sur　les並㎜eubles．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝……穣f　　　　　螺不動童＝係牌拐1洗取時権ノ手纏難穎に於ケル効が及ヒ順藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、灘i

Art．U83 （A）と異なる （c）に同じ （Cl①）に同じ
（Cゆ）（E）に同じ翻

1惣2t．1184，　　al　91

@　　　　　　　al．2

　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯

撃`）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ

　　　　　　　　　　　　　繭

ﾉ｝①）に同じ

（C）1珊に同薦　　　　　　　　　　　　≒嚢

輔騨，　　　　　　　　　　一

`rt．1185

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍

iA）に同じ （A）に〉に同じ ｛A）（C）①）に同じ
（A＞〈c）①）｛Elに向熱

　　　　　　　　　一

`rt．1186

　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　輪

iA）と異なる（参照条文） （C）に同じ （C）①）に同じ

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

iC）（D》（E）に同じ難

ヌ腰t．1187，　　al．ユ．

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　aL　3

鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　al．1

@　　　　　aL　2

@　　　　　aL　3

@　　　　　aL　4

（c）に同じ （C）①）に同じ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　∵義

iC）（D｝（E）に同じ灘’

@　　　　　　　　　　　曇嚢

　　　　　　　　　　　　一
`rt．1ユ88

　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯

oA）と異なる （C）に同じ
　　　　　　　　　一騨繍一

ﾉ）①）に同じ

一　　　　　　　　　　　　　　一｝

@　　　　　　　　　　∵∵耀
iC）ID＞IE）に同じ灘

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪一一一　　　　　　　　　　　鵜鱒鞠。麟 一一一朧9聯一鱒一晴一一葡轍｝一一 騙一一嚇騨騨鱒鱒一隙一一〇一一一
一一馴一■閣■喝瞠一■閣■一脚駒9邨■帥隔　　　　　　　　禰　　，，・　’窪
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〆齢，一一

?ｔユ１89’：1：1 （A）に同じ

iA）に同じ

誌　　　　　al．3 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ　’ （A）｛C）①）（E》に同じ

al．4 （A）に同じ

al。5 （A）に同じ

　　　恥?ｔユ１go （A）に同じ

ゴ （A）に同じ （C＞に同じ （c）①）に同じ （C）①）（E）に同じ

2。 （A｝と異なる
幽難tg：L19＝L’　　aコ・・1

（A）に同じ

al．2 （A）に同じ

C　　　　　al．3 （A）に同じ （Al（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C》（D）（E）に同じ

al．4 （A）に同じ

al．5 （A）に同じ
熱一一一

@ユ192 （A）と異なる （C）に同じ （C｝（D＞に同じ （C）①）（E）に同じ

一
Art．1192　bis，　al．1

@　　　　　　　al。2

@　　　　　　　al．3

（C》に同じ
1692条（第2）

iC）①）に同じ

1192条（第2）

oC》①）（E）に同じ

一一

ユ193，al．1 （A）に同じ

ゴ2。

一　　1。

　　3。

≠戟B2

　　　　　　　2。

iA）に同じ
（C）に同じ （C》（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

al．3 （A）に同じ

一 al。4

一 al。5
掃　　二

、開F

（A）と異なる （C｝に同じ （C）（D》に同じ ｛C）（D）但）に同じ

難1エ．De　1’effet琶　．．，・離　　　les　tiers　d6tenteurs．des　privilさges　sur　les：㎞eubles　contre 第3款第ヨ思者二対スル：種芋ζ椥レ先取野幌ソ効力

垂

蕪．1195，al．1

M・@　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C》（D）に同じ （A）（C）の》《E）に同じ

鍵，’

（A》に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）｛C）の》（E》に同じ

離婁．1197，al・1 （A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（鋤に同じ

藝

籔・・98，a・．・ （A）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

鎌髭　　　　　al・2 （A》と異なる

．1199 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）①》（E）に同じ
冨

灘・20・ （A）に同じ （A＞（C）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

　oｿ■t「eV・Des hypoth的ues． 第5章抵当

醗i。n　premiさre・ De　la　nature　et　des　obj　ets　de
第1節抵当ノ本質及ヒ目的

1’hypothさque．

一町201 （A）に同じ （A｝（C）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）の）（E＞に同じ

5 ’鋤、

（Alと異なる （C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

Art．＝L203，　al．1

署．．齢・＝・　　　　　　　輔 al．2

繋　一 a工．3 （C）に同じ （C）（D）に同じ に）（D）（E）に同じ

師　　　｝．　　　　　　　　　　　　　＿ al．4
麟「眉｝．

al。2 aL　5
i」

@　　al．1 Art．1204，　aユ。1
・・ aL　2

al．2 葡
（C》に同じ （C）①）に同じ に）①）（E）に同じ

駅：＝ al．3

aL　4

aL　5

Art．1205 （C）に同じ （C）①）に同じ （C）の1｛E）に同じ
，制∵’闇・　　6触鋤轍q
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＼Art．1206，　al．1

@　　　　　al．2

（Alと異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①》（E）に同じ

Art．1207　一 Art．1207，　al．1

al．1 al．2
（C）に同じ に）①》に同じ （C）（D》（E）に同じ

al．2 al．3

al．3 辮

一Art．1208 （A）に同じ （A）（c）に同じ （A）（C）の）に同じ （A）（C｝〈Dl（E）に同じ

Section　工1．　Des dive：ごses　espさces　d’hypothξ｝ques． 第2節抵当ノ種類

Art．1209 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）Φ）に同じ （A）（C）《D》（E｝に同じ

§ゴ‘．De　l’hyp。th的ue　l6gaユe． 第1款法律上ノ抵当

Art．1210，　al．1 《A）に同じ

1。 （A）に同じ

2。 （A）に同じ （A）（c）に同じ （A）（C）①）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

3。 （A）に同じ

al．2 （A）に同じ

§工工． De　l’hypoth6que　conventionnel工e・ 第2款合意上ノ抵当

．Art．1211，　al．1

@　　　　　aユ．2

《A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ （C＞（Dl（E＞に同じ

Art．1212 （A》と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ 〈C）①》（E｝に同じ

Art．1213，　al．1 （Alに同じ

al．2 （A）に同じ （C）に同じ （C）Φ）に同じ （C）①）但）に同じ

aL　3 ｛A）と異なる

Art．工214，　al．1

@　　　　　a！．2

（Alと異なる

sA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ （C）｛D）（E）に同じ・

Art．1215，　aL　1 （A）と異なる （C＞に同じ

al．2 ｛D）に同じ （D）（E）に同じ

al．2 aL3 al。2

Art．1216，　alユ

@　　　　　al。2

（A）に同じ

iA》に同じ
（A》（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

　　　　　　　　三辱iA）（C）《D》（E》に同環　　　　　　　　”1、

Art．12ユ7 （A）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　’｛奏
iC）①）（E）に同じ　．

一 aL　2

§1工工． De　ユ’hypothξ…que　testamentaire・ 第3款遺嘱上ノ抵当
：il

Art．1218，　alユ

@　　　　　aユ．2

（A）と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ

撃`＞（C）と異なる
①）に同じ

　　　　　　　　孟奉
iD）（E）に同じ

Section　工II．　De　la publici艶des　hypothさques・ 第3節抵当権ノ公示

』慧i糞

§ゴ「．Des　conditions， de　la　：εor1ne　et　de　二La　durεe　de
第1款記入ノ条件，方式及ヒ継続期 蒲

1’inscription．

Art．1219，　alユ

@　　　　　al．2

（A）に同じ

sA）と異なる
（C》に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　薄
icゆ）（酬飼じ灘

→Art．1220，　al．1 （A）に同じ
・　　　．舞　　　・■葡

1。

Q。

（A》と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ に）①）に同じ （C）（D》｛猛）に同じ漢

al．2 （A）と異なる 一灘』
鑛

Art，1221，　alユ （A》に同じ

al．2 ｛A）に同じ （A》（c）に同じ lA）（C）①）に同じ ｛A）（C）の）（Elに

al．3 （A）に同じ

Art．1222，　alユ （A）と異なる

al．2 （A）と異なる （C）に同じ （c）①｝に同じ （c｝①）㈹に同じ・．；

al．3 （A）に同じ

議A沈．1223，aユ．ユ （A＞と異なる 灘

al．2
al．2 〈C）に同じ （C）（D）に同じ に）①）（Elに同じ

aL　3

葡 al．3
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≡　妻

・毫，．　醐●岬圃噂脚縢顯騨一醐

饗も．1224’al・1 （A）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C＞①）（鋤に同じ

（A）に同じ

蕪・225’a…難　　　　　al．2 （A》に同じ

iA）に同じ
誼、、．

－・l　　　　　al．3 （A）に同じ （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（珊に同じ

護　　al．4 《A）に同じ

aL　5
欄■　　　　　■■■慶■■ o 顧’鰹＝∫・“一帰一一

銭．1226

@　　　　　　　1。

（A》に同じ

iA》に同じ

・i；　　　　　　2。 （A》に同じ

　　　　　　　　　3。

@　　　　　　　　4。

ｧ　　　　　　　　5。

（A》と異なる

sA）に同じ

iA）に同じ

（C）に同じ （c）①）に同じ くC》①）（E）に同じ

叢　　　　　　一 al．2

．灘1227 （Art．1229） （C）に同じ （C｝①〉に同じ （C）（D｝（勘に同じ
｝llナ’ @　　　　　　　　　　　顧．●凹順●

■■9■願國圃■引閥脚凋闇

翻：．1231）
Art．1227 （C）に同じ （C）①）に同じ （C）（D）（Elに同じ

脇噛7町　㍉

@　　　　　aLl
@　　　　　al．2　　　　　　　　鱒

《Art。1230，　alL．1

@　　　　　　al．2）脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

（C）に同じ

@　　　　■一

（C）①）に同じ （C）（D）（E）に同じ

　　唱■引9■騨■

@　　　　　al．1 Art．1228，　al．1

@　　　　　　al．2
（C》に同じ （C）①》に同じ

闘（C）（D）（E）に同じ

ず一一　幽　晒一 囎 一 鮪
・…嚢．1227） Art．1229 （C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

一蕪験1230，　　al●1 （Art．1231，　al．1
琴‘，

　　完1：
戟@　　　　　al．2　　亮

al．2　’ （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）〈E）に同じ

al．3）

．蕪辞㌔

?ｉセ．1228，al．1 Art．：L230，　al．1
に）に同じ （C）①）に同じ （C》①1（E）に同じ

蒙ゴ　　　al・2） al．2
齢騨岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　一

一．諺之．1230，al．1 Art．1231，　al。1

al．2 al．2 （C）に同じ （C）《D）に同じ （C）（D）但）に同じ

a！．3
■謄　●騨●脚■9■剛■　　　　　　　嘔瞬■■●■

｛Art．1227） （C）に同じ （C）①）に同じ （C）（D）｛E》に同じ

乙写5・

a232，aユ・1 （A｝と異なる
鯛

㍉　　　al．2 《A）に同じ （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

　　　　　aL　3謹・L＿　一＿　　　　一一 （A）に同じ

蕪1233 （A）と異なる
　　　　　　醐
iC）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噸

嚢嚢1234，　　al．1 （A）と異なる
詫曇

．騨．　　　　　　al．2 （A》に同じ
（C）に同じ lc）①）に同じ （C｝①｝（E｝に同じ

婁　　al．3 （A）に同じ

襯 al．4
難　　一
一概熱235 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C》（D｝（E）に同じ
薫i・・

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
dF5FF

（A》に同じ （A）（C）に同じ （A）（C》①）に同じ （A）（C）（D）（動に同じ

薯灘

al．1 （A》に同じ
（A）（C）に同じ （．A＞（C）（D）に同じ （A｝〈C＞の1（蜀に同じ

：難　　　aL　2 （A）に同じ
欝．一・

一難1238 （A）に同じ （Al（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ （A）（C）（D）（E）に同じ

耕ヤ’‘・

de　ユa　RξductiOn etde　la 第2款記入ノ抹殺，減少及ヒ改正
des　inscriptions ●

勲239 儒 一 髄 一

誘　　　．．　　「■胤■

縷240 鱒 脚 轍 鱒

一Art。1239，　a：L曾1

@　　　　　　　　1。

2。

ｸ
（C）に同じ （C）①1に同じ （C）（D｝（E；）に洞じ

aL　2
一一鱒聞 噂一 噛鱈襯。一　　　　　　　　　　舶軸輔騨騨
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闘 Art．1240 （C）に同じ （C）①）に同じ 　　　　　　　一iC）①）（E）に同じ

Artユ241 （A）と異なる 《C）に同じ （C）①）に同じ
　　　　　　　嘲D疇●隔9噺
iC》（D》（E》に同じ

Artユ242 （A｝と異なる （C）に同じ （C）（D｝に同じ 　　　　　　　、
iC）（D》（E｝に同じ

Art．1243 （Art・1244｝ （C）に同じ （C）①）に同じ
　　　　　　　　、
iCl①）（E）に同じ

（Ar仁．1245）
Art．1243，　al．1

@　　　　al．2
（C）に同じ 《C）（D｝に同じ （C｝①｝（E）に同じ

Aごt．1244 （Art．1246｝ 〈C）に同じ （c）①）に同じ
　　　　　　　　吻■鞠軸
iC）（D）（E）に同じ

（Art．1243） Art．1244 （C）に同じ （C）①）に同じ
　　　　　　　　馳
iC）①）（E）に同じ

Art．1245
（Art．1243，　al．1

@　　　　al．2）
（C》に同じ ｛C）（D）に同じ

　　　　　　　　．噺
iC）｛D）（E）に同じ

一 Art．1244　bis，　al．1

@　　　　　　aユ．2
（C）に同じ

1744条ノ2 　　　　　　　一P244条ノ2

ﾉ）①）（E）に同じ

Aごt．1246，al．1

@　　　　　al．2

Art．1245，　al．l

@　　　　al。2
（C）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　一
iC》《D）（E）に同じ

くArt．1244） Artユ246 （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

Art。1247 《A）と異なる 〈C）に同じ （C）（D）に同じ
　　　　　　　　脚　　　’
iC）①）（E）に同じ

Art．1248，　al．1　0

@　　　　　－
@　　　　　al．2

Art．1248，　al．ユ

@　　　　al．2

@　　　　al．3

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

Aごt．1249，al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

（A）に同じ

sA）と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ （C）①〉（E》に同じ

Art．1250，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　一

（A）に同じ

iA》に同じ

@　　　　al．3

（A》（C）に同じ

iA）（C）と異なる

iC）と異なる

（A）（C）（D）に同じ

末�ｶからは不明

iD）に同じ

（Al（C）（D》働に同P

iE）に同じ

iC）に同じ

Art．1251 （A＞と異なる （C）に同じ （C＞（D＞に同じ （C）（D）（E＞に同じ

Art．1252

@　　　　　一

（A）と異なる

@　　　　al．2
（C）に同じ （A）に同じ （A）（E）に同じ

Section工▽．　Du：rang

р?ｓ　hypOth色qロes．

Section　IV．　De　l’effet　du　ranq　des

?ｙｐｏｔｈさques　entre　les　Cr壱anciers．
第4節債権者間二丁ケル抵当ノ効力及ヒ順位ii

Art．1253，　al．ユ

@　　　　　al．2

（．A）と異なる

iA》と異なる
（C）に同じ （C》（D）に同じ （c》｛D）剛こ同じ護

Art：．1254 （A）と異なる （A）（C）と異なる （D）に同じ
｛c）に同じ　　：｝1　　　　　　　　無

Art．1255 （A）に同じ （A）（C｝に同じ （A＞（C）①）に同じ
　　　　　　　　・耐ｭA》（C｝（D）（E）に同醸　　　　　　　　i華

Art．ユ256
Art．1256，　alユ

@　　　　al．2
（C）に同じ （C｝（D）に同じ

　　　　　　　　補
ic｝の｝㈹に同じ譲
@　　　　　　　難

Artユ257，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

（A）と異なる

iA）と異なる

iAlと異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ

　　　　　　　　；蓑（c》（Dl（酬洞じ・撰　　　　　　　講

Art：．1258 （Art．1258，　al．2） （C》に同じ （C）①）に同じ
　　　　　　　　’瀞
icゆ）一こ同騰

Art．1259 （Arヒ．1258，　al．1） （C）に同じ （C》①）に同じ （C）（D）（E）に同じ1

（Art．12591

iArtユ258）

Art．1258，　alユ

@　　　　　al．2
（C）に同じ （C）①）に同じ 《cゆ）（酬こ剛灘

Art．1260 Art．：L259 （C）に同じ （C）①）に同じ

（c｝（珊に；調

Art．1261 Art．1260 （C｝に同じ （C）①）に同じ

　　　　　→（c》①）（E）に同じ瀬，

脚 Art．1261，　aL　l

@　　　　al．2
@　　　　al．3
@　　　　　aL　4

@　　　　aL　5

（C）に同じ

　　　　　聰一　　　騨

iC）①）に同じ

…灘　鷺
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鞍：撫熱s珪趣的ロescαr戯eliおUers　d会te眈e螂・

Section　V．　De　l’effet　des　hypOthξ…ques

モ盾獅煤Fre　les　tiers　（溢tenteurs，　ou　du

р窒盾奄煤@de　suite．

第5節第三保有者二対スル抵当ノ効力

雛・p。siti。ns　pr白liminaire・・ 前置条例

．騰語

糠　t．1262，a1．1』・　　　　　al．2 （A）と異なる

iA）に同じ
（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）①）（E）に同じ

li蓼一

挺・1263 （A）と異なる （c）に同じ （c）①）に同じ （c）Φ）（E）に同じ

（A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

　9一
薰P265鐸・ ｛A）と異なる （c）に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

難ユ266 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）①》に同じ （A）（C）①）（E）に同じ

≡眞、

馨

離ζ．Du　payeme耳t　de・dette・hyp・th6caire・・ 第1款抵当債務ノ弁済

難ユ267 （A）と異なる惨照条文） （C）に同じ （c）（D）に同じ ｛C》（D》｛E》に同じ

（A）と異なる

iA）と異なる

（C）に同じ

iA）に同じ

（C）（D）に同じ

末�ｶからは不明
（E＞に同じ

’熱

第2款蘇除
無量i

E’ Cii，1269 （A）と異なる （c》に同じ （C）（D）に同じ （C）（D）（E）に同じ

・醗

?１270’al・1
ｮ　ll：1　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

（A）と異なる

@　　　　al。3

@　　　　al．2

@　　　　al．4

（C）に同じ （C）（D）に同じ （c）（D）鋤に同じ

．繋1271，al・1

蛛@　　al・2
E・
?　　　aL3鎌．・・’黄　　　　　al．4

（A）に同じ

iAlと異なる

iA）と異なる

iA）に同じ

（C）に同じ （c）（D）に同じ （C）（D）但）に同じ

．難272，a・ユ （A）と異なる

iA＞と異なる（参照条文）

iA）と異なる

（C》に同じ に）（D）に同じ （C）①1（E》に同じ

　　　　al．1

T　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）〈C）に同じ 〈A）〈C）（D）に同じ （A）（C）ID）（E）に同じ

．ーム

（A）と異なる

@　　　　al．2

@　　　　al．3

（C）に同じ

（C）（D）と異なる（条文）

iC）（D）に同じ

iC）①）と異なる條文）

（E）に同じ

難275，al．1難・　　　　aユ．2 《A》と異なる

iA）と異なる

（A）に同じ

iC）に同じ
（D）に同じ （D）（E）に同じ

繰鶴’

?６ゴ　　　　　　2。

ｯ　　31濫、　　　　　4

（A）と異なる

iA）と異なる二二条文）

iA）と異なる（参照条文）

iA）と異なる（参照条文）

iA）と異なる

（C》に同じ （c）（D＞に同じ に）①）（E）に同じ

Artユ276　bis． （C》に同じ 1776条ノ2 〔以下，原典欠〕

難77 （A）に同じ （A）（C＞に同じ （A）（C）①）に同じ

籔78，al．1
怐@ゴ　　　　　　2。

@　　　　　3。

@　　　　　4。
@・諺

@　　　aL2

（A》に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる（参照条文）

iA）に同じ

iA）に同じ

（C）に同じ （A》に同じ

麟

Art。＝L278　bis，　al．ユ

@　　　　　　aL　2
（C）に同じ

1778条ノ2

ic）①〉に同じ

鍮9

@　　し

（A）に同じ

@　　　　aL2
（C｝に同じ （c）（D｝に同じ

齢概
鱒一葡一“聯一螺隔鱒脚葡嶋噌一騨嘗■鰯
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Art。1280，　al．l

@　　　　　al．2

｛A｝と異なる

iA）と異なる（参照条文）
（C）に同じ

《C）①）と異なる傑如

撃b）①）と異なる（条文）

欄

Art．1281，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

@　　　　　al．4

@　　　　　al。5

（A｝に同じ

iA》に同じ

iA》と異なる

iAlに同じ

iAlに同じ

（C）に同じ （C）①）に同じ

§　II工．　De　l’exception　de　discussion． 第3款二二ノ抗弁

Art．1282，　al．1

@　　　　　　1。

@　　　　　　2。

@　　　　　　3。

@　　　　　　4。

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる惨照条文）

iA》に同じ

@　　　　一

（C＞に同じ　’ （C）（D）に同じ

Art．1283 （A）と異なる （C｝に同じ （C）（D）に同じ

Art．1284，　al．1

@　　　　　al．2

（A）に同じ

撃`）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

§　IV．　Du　d61aissement． 第4款委棄

Arし1285，　al．1

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

Art．1286，　aL　l

@　　　　　aL2

　　　　　　　卿iA＞に同じ

iA》と異なる
〈C＞に同じ ｛C）｛D）に同じ

Art二．1287 lA）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ

Artユ288，　alユ

@　　　　　aL　2

（A》と異なる

ｭA）に同・じ
（C）に同じ （c）（D）に同じ 一

Art．1289 （A）に同じ （A）（C＞に同じ （A）（C）①）に同じ

§V．

ce工’expropri　ation

?ｔ　de　la　vente　aux

?ｎｄｈらｒｅｓ．

§V．　De　la　vente　aux：enchξlres　et

@　　　de　l’expropriation．

第5款

｣売及ヒ所有権徴収

Art．1290

@　　　　　鞠

Art．1290，　al．1

@　　　　　a！．2
（C）に同じ （A）に同じ

脚 Art：．1290　bi　s．
（C）に同じ

1790条ノ2

ic）①）に同じ

Arし1291，　al，1

@　　　　　al。2

（A）と異なる

iA）に同じ
に）に同じ （c）（D）に同P

Art：．1292 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

Art。1293

@　　　　　哺

Art．1293，　aL　l

@　　　　　al．2
（C）に同じ （C）①）に同じ 一

Art．1294 （A｝に同じ （A）（C）に同じ （A）｛C）（D》に同じ
岬

Art．1295，　aユユ

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

Art。1296 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ 一
Aごtユ297 （A》に同じ （A）〈Clに同じ lA）（C》①）に同じ

Artユ298 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1299，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　aL　3

@　　　　　al．4

@　　　　　al．5

@　　　　　aL　6

（A｝に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

@　　　　　　ゴ

@　　　　　　2．

@　　　　al．4

lC）に同じ （C｝①）に同じ
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F畿、”…

．き
ｯ．

A1

7
蓼la Section　VI．

ce　la　responsabilitξ… des　conse：［vateu：rs．
第4節保管人ノ責任

…醤
評 梅teuτs・

；1．餐、ll』
〈A｝と異なる （C）に同じ （C｝（D）に同じ

懸 細鱒

（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）の）に同じ

鷲 一葡一 ■夢馳磨■昌騨■ロー■■欄■一■謄願鱒■■■■剛■聰一●9一一一一一

［蟄 勲一一9一旧
Illl：轄： （A）と異なる （C）に同じ （A）に同じ

i難
脚一“嘗

、　さ

嚢13’al・1 （A）に同じ

　陛’l　aL　2

T　　al・3

（A）に同じ

iA）と異なる
〈C）に同じ （C）（D）に同じ

、纒
蜘

撲 糠，　al．4 （A）に同じ
垂 ■屡■夢■■」馳噛塵鰯■■脚■■●■■■圏■騨■■■幽■■一一　　　　　　　　　一一

．韮‘

p『・蒙

P
δ4，al・1．窺　　al。2 （A）と異なる

iA）に同じ （C）に同じ （C）Φ》に同じ
楼一
馬、　al．3 （A）と異なる

：　三 慧

．蓬
乏≒畢　』

P 轟V工工・De 1’extinction　des hypoth色ques． 第8節抵当ノ消滅
懸．蒙
．奎嚢

6
（A）に同じ

羅匹ト 壽　　　ゴ （Alに同じ
騒騒一灘

ll講　ll．齢　　　　4。 （A＞に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

雛 」　　　　5。 （A）と異なる

羅鞭、 （Alに同じ

；灘 鍵　　7ワ （A）と異なる
：三
」ii

ゴ楼ド1 1，alユ
（A｝に同じ

（A》（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

権ミ．黍 al．2 〈A）に同じ

一　『
．1 妻

al。1 （A）と異なる （C）｛D）に同じ

素

三肇

A、掘．詣

叢・ @　al．2 （A）に同じ

@　　　　　轍

（C）に同じ
（A》（C）（D》に同じ

iA）に同じ
　暑一霞黍、

蕪

al．弓 al．3 に）①）に同じ
妻

毛　r

　　alユ
I　a1．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ

自

楼肇 蒙

i幽・・

（A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ

・羅ぎ：粥

重蒸．・

窮al．1
窒≠戟D2

（A）と異なる

iA）に同じ

（Al（Clと異なる

iC）に同じ　　　　”
＊訳文からは不明

ξ叢
叢．
　窪

o鑑翔

・婆．

｛　爵弩 （A）と異なる （C》に同じ （C）①）に同じ

膿華
懸1、、 （A｝と異なる ．（C）に同じ （A）に同じ
翫　　髪7 al．2

■1撚 ，髭’＝

韮1 1β・
撃穴ﾓQns　du

Appendice．撫霧粒itre Dispositions　des hypcthさques
閥不動産ノ先取特権二適

騰憐
§
灘il・江es　aux
@鐘・

@　　sur

applicables　a登x
唐浮秩@les　i㎜eubles．

privilらges 用ス可キ抵当ノ条例

@， 露

・韮峯
毒

鋤les，

饗鞭 馨 （A＞に同じ （A）（c｝に同じ （A）（C＞（D）に同じ



（表2）　第5編（証拠編）条文内容対照表

PrOゴet（manuscrit》

@　　　　（A＞

Proゴet（1889）

@　　　（C）

　　　　　　eo：ぐ。コet　（2　｛…d．）

@　　　《D》

下篇修正民法草案註釈

@　　　　（E）

　　　　　　　　　　・＝’・二、L＝iぎ
@律取調委員会原鍵　　　　　（F）

Livre　V．

ces　preuves　et　de　laμescriptiOns・
第4編

　　　　　　　　　　二、訟’

k原典欠〕

@　　　　　　　　　．’・＝・i轟

Dispositions　pr壱liminaires・ 前置条例

Art：．13：L4，　al．l

@　　　　　　　aL　2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ

”‘遇

Art．1315 （A）に同じ 〈A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ
軸順剛」畷

Art。1316 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ ～
Art．1317，　aユ．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al。3

（A）に同じ

iA）に同じ

ｭA）に同じ

lA）（C＞に同じ （A）（C）（D）に同じ
、

Art。1318
@　　　　　　　　　1。

@　　　　　　　　　2。

@　　　　　　　　　3。’

〈A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA＞に同じ

（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

圃

Chapit：re　premier．　De　l’exp6：rience　persQnnelle　du　t：ribunal・ 第1章台目所自己ノ経験

Art．1319
@　　　　　　　　　1。

@　　　　　　　　　2。

@　　　　　　　　　3。

（A）に同じ

iA）と異なる

iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ

Secrヒion　p：cem．iさre・

ce　l7auditiOn　des　parties　ou　de　leurs・repres（さntants　et

р?　l’examen　des　documents　et　objets　litigieux．

第1節当事者ノ申立ノ

ｮ取係争物件五二訴訟書

ﾞノ調査及ヒ法律ノ解釈

Art．1320，　aユ。ユ．

@　　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ

（A）と（C）①）の中間

iC）（D）に同じ
．．「n

Art．1321 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

Art。1322

@　　　　　　　一

〈A）と異なる

@　　　　　　al．2
（C）に同じ

〈A）と（C）①）の中間

@　　　　　　聯

SectiOn　工1．　Des　visites　de　；Lieux． 第2節場所ノ臨検

Art．1323，　al．1

@　　　　　　　al．2

（A＞と異なる

iA）に同じ
〈C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1324 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

Aエt：。1325，　　al。1

@　　　　　　　aユ．2

@　　　　　　　aL　3

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ （C）①）に同じ

SectiOn　I工1．　Des　expertises。 第3節鑑定

Art．1326 （A》に同じ

@　　　　　　al．2
lC）に同じ （C）（D）に同じ

Art．1327，　al．1

@　　　　　　　al。2

@　　　　　　　al．3

@　　　　　　　a工．4

Art。1327，　a工．1

@　　　　　　　al．2

@　　　　　　　al．3

（C）に同じ （c）①｝に同じ 一
Art．1328，　a工．1

@　　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる

　開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂隣　　　鱒錦網　　　　　　　　　麟願隔醐薗庸酔

ｭC）に同じ

風下輌繭叩網一門噂脚購。門門鱒鴫暉鱒“晒｝験

iA）に同じ

iC）（D）に同じ

一鱒印鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　一

Art：．1329
勘t二．1329，　　al．1

@　　　　　　　aL2
（C）に同じ （C＞①）に同じ

一



鑛鱗茎：

ﾘ難
81

　　モ＝七、・・　　　一騨一順

怦ｱ：1：1
（A）と異なる惨照条文）

iA）に同じ
（C）に同じ

（A）に同じ

iA）（C）（D）に同じ
1難きい　＿一一一

懇臨ボ Art。1330　bis。 （C）に同じ 一

一一一嶋　　　　　　　　　　　　　一一一

藝　　卍馳　　al．1 （A）に同じ

驚　　a・．2 （A）と異なる （C）に同じ （c）（D）に同じ

重　　　　　　aL　31　　ゼ馳

（A）に同じ

1　釦eII・ 第2章
1義灘。ignage　de 1’hO㎜e　Ou　de　la　preuve　directe． 人ノ同病チ直接ノ証拠

1　一・ （A）に同じ

懇懇，　　ゴ （A）に同じ

羅繋　　　プ

~　　ゴ
（A）と異なる

iA＞と異なる

iA）に同じ

（C）に同じ （A）に同じ

難∫1・　ず （A）に同じ

　芯薯’．’

P鍵P「em’さ「e・ Des　6critures　pri▽ees。
’

第1節私署

聡蜘 （A＞と異なる （C）に同じ （c）①）に同じ

　・継　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　，

第1款私署証書

菱　　琴茎豊33窪，　　al　61

怐D
（A）と異なる

（C）に同じ （c）（D）に同じ
蓬　　　　　　al．2 （A＞と異なる
妻

　　　　一@　7c　藝難335，　al．1 （A）と異なる

（A）に同じ （C）に同じ （C）（D）に同じ

（A）に同じ
一

妻　　糞講336，　　al。1 （A）と異なる

（A）に同じ
（C）に同じ （C）①）に同じ

妻・　　　　al．3 （A）と異なる
1、　・許
1　　一・　　aL　4 （A）に同じ

雛ll：1 （A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （A）に同じ

一、難338 （Art。1339） （C）に同じ （c）〈D）に同じ

1細9，a・．・ （ん2t。1340，　al．1
（C）に同じ （c）（D）に同じ套　　　蝦蟹」

P霧二　al．2 al．2）

鑛灘・，a・．・

i　　al．2
盈t．1338，　　aユ．l

@　　　　　　al．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ

鞍靱338） Art．1339 （C）に同じ （C）（D）に同じ
・難・亡．

1　　興一一
雛ユ339’al・1 1せt．1340，　　al。1

（C）に同じ （c）（D）に同じ
購義・・　al．2） al．2
　　　一犀。S　　　鐸豪笹・
@欝341，aLl蓑　『㌫へ （A）に同じ

（A）（C）に同じ （A）〈C）（D）に同じ
　　　　　　al．2蓑　蕪i～∫ （A）に同じ
灘熱孕42，aLl　l鍵ギ・

（A）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

馨　　　　al・2 （A）と異なる

監灘343，al・1 （A）と異なる

1　　　一 al．2

雛、　a・・2 al．3
（C）に同じ （C）（D）に岡じ

謹　　a・・3 aL　4
庸繭脚一葡一一闇一一願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

灘熱344 （A）と異なる （C）に同じ （A＞に嗣じ（？）
蓑　　七三頗■印禰隣

糞

　幅．瓢｛㌦

（A）と異なる

嚢　籔1　　　一 al．2 （C）に同じ （C）（D）に同じ
嚢　　㌔

妻繋　　aL2 al．3
糞　　　　　騨騨一一葡一隅脚聯嘲㎜囎． 哺顧　　　　　　鼎幽幽“一鵬齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・嚢難346 （A）と異なる （C）に同じ ＊訳文からは不萌
藝弼

翫二㌃　　　　　　　　　　曙聯儲P偏P凹購■階層P脚隅一騨鱒獅顧駒●■樋■ 葡融　　　　　　　　層一一一一騨

1塾4フ’aL　1 （A＞と異なる （A）に同じ

曜欝：ン　aL2 （A＞に同じ （C＞に同じ 〈Al（C）（D）にi司じ

雛＿aL3 （A＞と異なる （C＞①）に岡じ

]雛一・
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Art．1348，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　一

（A）と異なる

iA）と異なる

@　　　　al．3

（C）に同じ に）①）に同じ
、

Art．1349 ｛A》と異なる （C）に同じ ＊訳文からは不明 ～
Art．1350，　al．1

@　　　　　　1。

@　　　　　　2。

@　　　　　　3。

@　　　　　al。2

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）と異なる

iA》と異なる

（C）に同じ （C）（D）に同じ

一

Art．1351，　al．1

@　　　　　al．2
噸 葡 旧

騨

Art．1351，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

@　　　　　al．4

（C》に同じ （C）（D）に同じ

～

Art。1352

@　　　　　噛

Art．1352，　al．1

@　　　　　aL　2
（c）に同じ ｛C）①》に同じ

§　1工．　Des　6critureS　nOn　Sign6eS． 第2款手署セサル証書

Art．1353

Art．1354，　al．1

@　　　　　al．2

（A）に同じ

@　　　　al．2

@　　　　一

（C）に同じ （C）①）に同じ

Art：．1355 Art：．1354

@　’

（C）に同じ （C）（D）に同じ

Art：。1356
Art．1355，　al．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ （Cl（D）に同じ 一

A沈．1357，aユユ　　　　9

@　　　　　　1。

@　　　　　　2。

@　　　　　al．2

Artユ356，　al．1

@　　　　　　10
@　　　　　　2。

（C｝に同じ （C）①）に同じ

Art。1357 ｛C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1358 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1359 （A）と異なる （C）に同じ （C）①》に同じ

Section　II．　Des　aveux　ve：rbaux． 第2節　口頭自白

Art．1360，　al．1

@　　　　　aユ．2
Art．1360 （C）に同じ （C）①》に同じ

　er?　1　．　De　l’a▽eu　ゴudiciaire． 第1款裁判上ノ自白

Art．1361 （A）に同じ （A｝（C）に同じ 《A）（C）①｝に同じ

Artユ362，　al．1

@　　　　　aL　2

（A》と異なる

iA）と異なる惨照条文）
（C）に同じ

　　　　　　　　P
iC）①）に同じ

Art．1363，　al．1

@　　　　　aユ．2

（A》に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ lA）（C）Φ）に同じ

Art．1364，　al．1

@　　　　　al．2

@　　　　　al．3

（A）に同じ

iA）と異なる

@　　　　備

（C）に同じ （c）①）に同じ

一

Art．1365，　alユ

@　　　　　al．2

（A》と異なる

iA）と異なる
《C）に同じ 《c）①》に同じ

Art．ユ366，　al．1

@　　　　　aL2

（A＞に同じ

iA）に同じ
（A》〈C》に同じ （A）（C）①｝に同じ 一

Art．1367 （A）に同じ （A）（C）に同じ lA）に）①｝に同じ

副　　　　，
p Aごt．1367bis． （C）に同じ

第1867条第2

iC）①）に同じ
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彌罫｝・”

f雛：be！’aveu　extrajudiciaire・ 第2款裁判外ノ自白
｝＝．毛、

al．l

≠戟D2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ

一一囎

al．1

≠戟D2

（A）に同じ

iA）に同じ
《A）｛C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

一翻身“

�禔f

（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）に）（D）に同じ

Z｝．’1

P難’」・

（A）と異なる （C）に同じ （C＞（D）に同じ

灘らn∬エ・Du ser魚ent　extrajudiciaire・ 第3節裁判外ノ誓

alユ （A）に同じ
欝“邑＝’「

@　　al．2 （A）と異なる 《C）に同じ 〈C）（D）に同じ

al．3 （A》と異なる

畿　　al．1’齢漁　　aL　2
（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （c）（D）に同じ

（A）に同じ

1。 （A）に同じ

2。 （A）に同じ

灘二’1

@　　3。 （A）と異なる 〈C）に同じ （c）（D）’に同じ

郵　　　　　4。　．
一

P－：　　　　　　　　　　一
4。

、二こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

5。

aLl （A）に同じ
（C）に同じ （c）（D）に同じ

al．2 （A）と異なる

粥計’’”・

（A｝と異なる
（C＞に同じ （C）（D）に同じ

」 aL　2
蕪；

繕77 （A）に同じ （A）（c）に同じ （A）（C）（D）に同じ

al．1 （A）と異なる

・毒　　　al．2 （A）と異なる に）に同じ （c）①1に同じ

　　　　al．3繋論 （A）に同じ

　　　al．1 （A）に同じ

iA）に同じ
（A＞（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

畿三1

?睾80 （A）と異なる （C｝に同じ （C）（D）に同じ

E轟．冒’

ｶ島81 （Alと異なる（条文） （C）に同じ （c）①）に同じ
・肇・．

工V．De　l’acte　authentique． 第4節公正証書

（A）に同じ

．慰，　　＿

x…？

al．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ

al．2 al．3

al．3 al。4

欝83’al・1 （A＞に同じ

蛍，、噸　　aL　2

@　　aL　3

（A》に同じ

iA）に同じ
（C＞に同じ （c）（D）に同じ

慧、　　al・4 （A）と異なる

a！ユ （A）に同じ （A）（C）ID｝に同じ

al．2 （A）に同じ （C）に同じ 3項
譜．

一 aL　3 2項
侃・，罠、．

難｝

（A）と異なる （C）に同じ （c）①》に同じ

鹸。n　V，　De・c・ntre一・ettre・．
第5節反対証書

唐R86，al・1 （A）と異なる
（C）に同じ （c）（Dlに同じ

（A）に同じ

（A）と異なる （C）に同じ （c）ID）に同じ

’灘τ

ｧ388 （A）と異なる （C）に同じ （c｝①1に同じ

・簿唱、・，
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Section　VI．　Des aCteS　rξ｝COgnitifS． 第6節追認証書

Artユ389，　aL　l

@　　　　　al．2

（A）と異なる

ｭA》と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1390 （A）と異なる

1。

Q。

（A）と異なる

@　　　　　　　髄

（C）に同じ （C）の）に同じ

3。 2。

　　醐`rt．1391，　aL　l

@　　　　　al。2

（A）と異なる

iA）に同じ
（c＞．に同じ （C）（D）に同じ

Section　VI工．　Des copies　de　titres． 第7節証書ノ写本

Art．1392，　al．1

@　　　　　al．2

〈A）と異なる

iA＞と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

Art．1393，　al．1 （A）と異なる
「

1。 （A）と異なる

2。 ｛A）と異なる

3。 （A）に同じ

　　4。

≠戟D2

（A）と異なる

iA》に同じ
（C＞に同じ （C）①）に同じ

aユ．3 （A）に同じ

al。4 （A）に同じ

al。5 （A＞に同じ

al．6 （A）に同じ

Art．1394 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ 一

Art．1395，　alユ （A）に同じ

al．2 （A）に同じ
（C）に同じ （C）（D）に同じ

al．3

al．3 al．4

Sect：ion　V工1工． 第8節

Du　’ヒ合moignage　des particuliers　ou　de 1’enquete． 一個人ノ証即チ証人尋問

Art．1396，　aL　l

@　　　　　aユ．2

（A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

Art．1397，　al．1

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ ｛C）（D）に同じ

Artユ398 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）に）（D）に同じ

Art．1399，　aL　1 （A）と異なる

al．2 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ

al．3 （A）と異なる

Art．1400，　alユ

@　　　　　aユ。2

（A）と異なる

sA）に同じ
（C）に同じ （c）①）に同じ

Art．1401，　al．1

@　　　　　al。2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C＞に同じ （A）（C）の）に同じ

Art．1402，　al．1

@　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ

Artユ403，　al．1 （A）と異なる （C）に同じ

al。2 （A）に同じ （C）に同じ （A）（C）に同じ

軸 al．3 嗣

Art．1404 （A）と異なる （C）に同じ （C＞①）に同じ

一Art：ユ405

@　　　　　　　ゴ

（A）と異なる

一 （A）と異なる （C》に同じ （CMD）に同じ
2。 （A）と異なる

3。 lA）と異なる
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’覇鎚．，一一一

@　　　　　aユユ （A）に同じ

欝　：1：： （A）に同じ

iA）に同じ （A）（c）に同じ （A）（C）（D）に同じ

麟：ll：1 （A）に同じ

iA）に同じ

〈A）に同じ （A）〈C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

@，“9一一

?１408
Art．1408，　a1．1

@　　　　　　al．2
（C）に同じ ｛C）①）に同じ

’一の■剛■脚■

蓼1409 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

・・ @　」　　　工X．　De　la Co㎜une　reno㎜6e． 第9節世評
．四「「

P藝1410’al・1

ﾁl　　　aL　2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ

（C）に同じ

iA）に同じ

．壇論難」．｝’l

Pr6somptions　ou　p：reu▽es　indirectes・ 第璋推定同仁膿ノ訂拠

@　　　　　al。2

（A）と異なる

iAlに同じ
（C）に同じ （A）に同じ

蒙幾ion　prβmiξ∋re． Des　prξsOmptiOns 16gales． 第1節法律上ノ推定

雛峯1412 （A）に同じ
閣

爵　　　　　　1。

E・．・ @　　　　　2。

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（C＞に同じ （A＞〈C）（D＞に同じ

（A）に同じ

旧・

ﾕ

謬．Des　pr6sompt二ions］．6gales　absOlues d’int6rξit　public．
第1款公ノ利益二関ス

糾ｮ全ナル法律上ノ推定

．凱413 （A）に同じ

，屈　　　　　　　1。 2。 （C）に同じ （C）（D）に同じ
ｱ

鑑　　　　　　2。 1。

篶i　　　　　aL　1

（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ
醗　　aエ．2

闘■

欝1415 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

駿襲1416，al．1 （A）と異なる （C）に同じ

黙・ @　　　al．2 （A）に同じ （C）に同じ （A》（c）に同じ

al．3 一

脚、

f．雛ユ417． （A》と異なる

　　　　　　　ゴー諦　　　　　　2。
（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ

難　　　　ず （A）に同じ
■

．・ （A）と異なる （C）に同じ （Cl①）に同じ

．欝1419’al・1 〈A》と異なる

al．2 （A》と異なる （C＞に同じ （C）（D）に同じ

（A＞と異なる

?里

（Art．1421） （C）に同じ （C）（D）に同じ

・講1421 Art．1420 （C》に同じ （C）Φ）に同じ

A沈．1421 （C）に同じ （C）②）に同じ

難

（A）に同じ （A）（C＞に同じ （A）（C）（D）に同じ

轟

’誕．Des　Pr壱somptions工邑gales　absolues， d’int6r6t　pri▽壱。
第2款私ノ禾1溢二関ス

糾ｮ全ナル法律上ノ推定

叢1423，alユ Art．1423，　al．1

@　　　　　　　　1。

禦，

2。

R。
（C）に同じ に）①）に同じ

．整

@　　　　al．2 aL　2

al．3 al．3
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§　：［1工。　DeS　Pr6somptiOnS　l奄gales　simples．
第3款

P純ナル法律上ノ推定

Art．1424，　・al．1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　al．3

（A）に同じ

iA）と異なる

iA＞に同じ

（C）に同じ （C）（D）に同じ

Section工1．　Des　pr6somptions　de　fait　Ou　de　l’ho㎜e． 第2節事実即チ人ノ推定

Art．1425 （A）と異なる （C》に同じ
1925条　　1項
@　　　　　　2項

Deuxiξ…me　Partie．　De　la　Prescription． 第2部時効

Chapitre　premier。
ce　la　nature　et　des　apPlications　de　！a　presc：ription．

第1章

梃�m性質及ヒ適用

Art．1426 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ

Art．1427 （A》と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ
陶

Art．1428，　al．1

@　　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）と異なる
（c）に同じ （C）①〉に同じ 一

Art．1429 （A）に同じ （A》（C》に同じ （Al（C）（D）に同じ

Art．1430，　al．1

@　　　　　　al。2

（A）に同じ

iA》に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ 一

Art．：L　431，　a二L。1

@　　　　　　aユ．2

（A）に同じ

@　　　　　　al。2

@　　　　　　aL3

（C）に同じ （C）①）に同じ

鞠

Art．1432 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ

■

Art．1433

@　　　　　　脚

（A）と異なる

@　　　　　　al。2
（C）に同じ （C）（D｝に同じ

Aごt：．＝L434，　　al．1

@　　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
（Clに同じ （c）（D）に同じ

Art．1435 （A）と異なる に）に同じ （C）①）に同じ

勘t．：L436，　　al．1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　al．3

@　　　　　　al．4

（A）に同じ

iA）と異なる

iA）に同じ

iA）と異なる

（C）に同じ （c）①）に同じ

Chapitre　lエ．　De　la　renonciationさエa　prescription・ 第2章時効ノ樋棄

Art。1437，　aユ．1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　al．3

（A）と異なる

iAlに同じ

ｭA）と異なる

（C）に同じ ．（C）①）に同じ　　　　．

願Art．1438
（A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C》①）に同じ

■

Art。工439 （A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ

Art．1440 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

Chapitre　I工1．　De　l’interruption　de　la　prescript二ion・ 第3章時効ノ中断

Art．1441，　al脅1

@　　　　　　al。2

（A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ 《C）（D）に同じ

Art。1442，　al。1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　aユ。3

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

（A）（C）に同じ （A）《C）①）に同じ

Art．14弓3，　al。1

@　　　　　　al．2

@　　　　　　al，3

（A）と異なる

@　　　　　　a工．3

@　　　　　　al．2

《C）に同じ （Cl（D》に同じ

■一噸■旧劇■．
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（A》に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）の）に同じ

騨灘晶晶一一
《A）と異なる （C）に同じ 《C）①）に同じ

雑嚢

I、　　　　1。
ｮ　i；籍灘・　　　5。織　　　　　＿

（A）に同じ

sA）に同じ

iA）に同じ’

iA）に同じ

iA）に同じ

iA｝と異なる

@　　　　al．2

（C）に同じ

（A）（C）（D》に同じ

iA）（C）（D）に同じ

iA）（C）（D）に同じ

iA）（C）（D）に同じ

iA）（C）の）に同じ

iA）に同じ

iC）（D）に同じ

Art．1446　bis． （C）に同じ （C）Φ）に同じ

慧・・；＿倒＿

@　　　　alユ
D野。　　　　aユ．2

（A》に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ に）（D）に同じ

騨。、、，∴　　　　1。

@　　　　　2。

ｻ　　　　3。

（A》に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

（A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ

　」．

A三≧：i449 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

麟1塁50’al・1

@　　　aL　2
ｬぎ　　　　al，3

ﾙセ@　　al．4

（A）に同じ

iA）に同じ

iA）に同じ

iA》に同じ

《A）（C）に同じ （A）（C）①）に同じ

ぎ，噌口

q3451’al・1

@　　　al．2Yハ’

（A）に同じ

iA）に同じ
（A》に）に同じ

（A）（C）（Dlに同じ

柾�ｶ引用個所が異なる

al。1

≠戟D2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

@　　　al。2

@　　　al．3

（A）に同じ

iA）と異なる

iAlに同じ

（C）に同じ （C）（D）に同じ

翫5七

M454，alユ
蛛@　al・2難乙　　　　一

（A》と異なる

iA）に同じ

@　　　　al。3

lC）に同じ （C）（D）に同じ

婁1ユ455，al．1 （A）に同じ

iA）と異なる

iA）と異なる

（C｝に同じ （C）（D）に同じ

雛456，al．1
p1亨　aL2

（A）と異なる

iA》と異なる
．（C）に同じ （C）（D）に同じ

睾1：1457 （A》と異なる惨照条文） （C）に同じ （C》（D）に同じ

藷1年458’al・1

g　　　　al・2

（A）と異なる

iA》と異なる
（C）に同じ （C》①）に同じ

甦1459 （A）に同じ （A＞（C＞に同じ （A）（c）①）に同じ

（A）と異なる傑如 （C＞に同じ （C｝①）に同じ

第4章時効ノ停止
撃、．

aご1461
モｭ’

（Art，1462） （C）に同じ （C）①）に同じ

欝・463）
Art．1461 （C）に同じ くC》①）に同じ

汐㌔．

Art．1462 （C）に同じ （C）（D）に同じ

，知

ｽユ462 Art．1463 （C）に同じ （C）①）に同じ

　”
（Art．1461） （C）に同じ に）①）に同じ

（A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

閉　灘㌃



88

Art．1465 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ 、㍉

　　　　　　　　　’
`rt．1466 （A）と異なる （C）に同じ （C）①）に同じ

一→

Aむt．1467，al．1

@　　　　　al。2

@　　　　　al。3

（A）と異なる

iA》と異なる

@　　　　闇

（C）に同じ （c）（D）に同じ

曳

Art．1468，　al．l

@　　　　　al．2

@　　　　　　1。

@　　　　　　2。

（A）と異なる

iA）と異なる

iA》に同じ

iA）に同じ

（C）に同じ （C）（D）に同じ

、

Art．1469 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ
・噛

Art：．1470

@　　　　　＝

（A）と異なる

@　　　　al．2

@　　　　al．3

（C＞に同じ （C）（D）に同じ

蝋

Art．1471

@　　　　　一

（A）と異なる

@　　　　al．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ

威

一

A沈．1471bLs，　al．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ

1971条第2

iC）①）に同じ

～　＝エ

Art．1472，　aL　l

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）と異なる
（C）に同じ 　　　、iC＞｛D）に同じ

Art．1473 （A）と異なる （C）に同じ （A）と（c）（D）の中間

Chapitre　V．　De　la　prescription　acquisitive　des　i㎜eubles． 第5章不動産ノ取得時効

Art．1474，　al．l

@　　　　　al．2

（A）と異なる三編条文）

iA）と異なる引照条文1
（C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1475，　al．1

@　　　　　al．2

（A）に同じ

iA）に同じ
（A）（c）に同じ （A）（C）（D｝に同じ

Art．1476

iArt．1478）

A沈．1476「1477，al．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ （C）（D）に同じ

1：．1

Art．1477 （Art．1479） （C）に同じ （C）（D》に同じ

Art．1478 画ヒ．1476－1477ダaユg2） （C）に同じ （C）①）に同じ

Art．1479 Art．1478 （Clに同じ （C）①）に同じ
il

（Art．1477） Art：．1479 （C）に同じ （C＞（D）に同じ

Art．1480 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A＞（C）①）に同じ
：11

Chapit二re　V工．　De　la　prescription　acquisiti▽e　des　meubles． 第6章動産ノ取得時効

Art．1481，　al．1

@　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①1に同じ

謹1薦

Art．1482，　alユ

@　　　　　al．2

（A）と異なる

iA）に同じ
〈C）に同じ （C）（D＞に同じ

・…窮

D’

Art．1483，　aL　l

@　　　　　a工．2

（A）と異なる

@　　　　融

（C＞に同じ 〈A）に同じ

．A眈．1483　bts，　al．1

@　　　　　al．2
（C）に同じ

1983条第2
iC）（D）に同じ

Art．1484 （A）と異なる惨照条文） （C）に同じ （C）①）に同じ ・横

Art。1485 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（C）の）に同じ 蒸

Art．1486，　aL　l

@　　　　　al．2

（A）に同じ

@　　　　al．2

@　　　　aL3

（C）に同じ （C｝①｝に同じ 　　　　　　　∴1，口

u

噸 Art．1486　bis． （C）に同じ

1986条第2　　9

iC）ID）に同じ 灘
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留蹴：二

鑛翫e▽工工・De la　prescription　lib壱ratoire・ 第7章免責事項

醗87 （A）と異なる （C）に同じ （c）（D）に同じ

一

睡88～
（A）と異なる （C）に同じ （A》に同じ

’　　　al．1 （A）に同じ

籍・　　aユ．．2 （A）に同じ （A）（C）に同じ （A）（c）（D）に同じ

aL　3 （A）に同じ
．”隷｝’’’’”

@　　　　al．1 （A）と異なる
（C）に同じ （C）（D）に同じ

醐・．・ @　　al．2 一

諺畿鐘乞re　V工工L　De quelques　prescriptions　particuliξ…res。 第8章特別ノ時効

（A）と異なる （C）に同じ （C）（D）に同じ
概・、　　　　　　　　昌一＿＿一騨　　一

一騨一一帽麟網■一一
・” ﾆ翫’・

（A）と異なる （C）に同じ （A）に同じ

一一　　　　al。1 （A）に同じ

（A）に同じ

穿　　　　　　2。 （A）に同じ

（A）に同じ

（A）に同じ （C）に同じ （C）（D）に同じ

懸ii　　　　5。 （A）と異なる

（A）に同じ

al．2 （A）と異なる
護・’

@　　　al．3 （A）と異なる

胃　許 （A）に同じ

・　　　　　　　　1。 （A）に同じ

黙　　　　　　2。 （A）に同じ （C＞に同じ （C＞（D＞に同じ

3。 （A）と異なる

　　　　　　4。
E姑こ

’（A｝に同じ

al．1 （A）と異なる

”　　　　　al。2 （A＞に同じ
（C）に同じ （A）に同じ

al．3 （A）に同じ

（A）に同じ

朧．

｛A）に同じ

　　　　　　1。
�@｝

@　　　　　2。
T

（A》に同じ

iA）に同じ
（A）（C）に同じ （A）（C）（D）に同じ

欝　　　　　3。 （A）に同じ

『”

（A）に同じ

観1　　　　　　1。

c　　　　　　2。

（A）と異なる

iA》に同じ
（C）に同じ （C＞（D＞に同じ

　　　　　　　3。
t’”

（A》と異なる

al．1

≠戟D2

（A）と異なる

iA）と異なる
（C）に同じ （C）①）に同じ

”夢一

?・11499’al・1 細t。1499，　　al。1

aL2
al。3

lC）に同じ （C）①）に同じ

aL2 aL　4

監1：

（A）と異なる （C）に同じ （C）①1に同じ

灘
繋。siti。n　transit・ire・ 一時ノ条例

alユ （A）と異なる

al，2 （A）と異なる に〉に同じ （C＞①）に同じ

al．3 （A）に同じ

，蹴


